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カラー図版l 1 
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カラー園版2 1 

調査区全蚊の空中写真（北から）

調資l区全娯の空中写兵（南から）

調在区全屎の空中写真（南から）

写真奥の森は東郷邸塚占培

写真奥の山は遠賀郡境の1l.Y塚

弧状溝はSDI、弦状溝はSD2
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調杏区西側のSDI ・ 2の合流地、r・·~(北から）

SDlの陸梢部（束から）

SD2の陸橋部（北から）

カラー図版4 1 
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SD2の4区西半中附の追物Iii上状況（北から）

SD2の13区辿物出上状況
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図版l

束郷登リ立辿跡周辺の航空写真（昭和53年撮影）

図版2

1 調在前の現況写真（北から）

3 SDIの陸橋部から西側調壺区（東から）

5 SDIのベルト B南陪土附

図版3

l SDIの第1・2ti: 切と校舎（北から）

3 SDl · 2合流地点の u~(東から）

5 SDl・2の合流地点 (IL[jから）

図版4

1 SD2のペルト 2日杓堆積

3 SD2のベルト 5上/M堆積（西から）

5 SD2の1区追物出土状況（西から）

図版5

1 SD2の2区Fl杓紡錘車Ill上状況

3 SD2の4区西半上肘紡錘中：出土状況

5 SD2の4区西半下陪辿物出上状況

図版6

l SD2の6区中附辿物出上状況

3 SD2の7区西半中／舒石庖丁出土状況

5 SD2の8区西半卜陪紡錘車出土状況

図版7

1 SD2の13区辿物出土状況（束から）

3 SD2ベルト11辿物川上状況（束から）

2 トレンチ内のSD1・2調介風娯（北から）

4 SDIの陸橋部（北から）

6 SDI束平部の第 1仕切墜（南から）

2 SDlの11が追物出土状況（北から）

4 SDl・2の合流地点から東を望む <vりから）

6 SD2の全屎（束から）

2 SD2のベルト 6束墜の十陪堆積（東から）

4 SD2のベルト10土肘堆積（束から）

6 SD2の1区下培迎物出土状況（北から）

2 SD2の3区上肘追物Ill+.状況

4 SD2の4区東半中陪高坪出上状況

6 SD2の5区西半中層辿物出上状況

2 SD2の7区l財半q1陪小壺出t状況（東から）

4 SD2の8区西半 1:.1妬辿物出土状況

6 SD2の121凶上附逍物出 I:状況 (SK77)

2 SD2ベルト11日習小壺出上状況（南から）

4 SK21完掘状況



5 SC25古瑣時代住居跡全娯（北から）

図版8

1 SK30遣物出士状況

3 SK61完掘状況（西から）

5 SK67完掘状況（南から）

図版9

1 SE80完掘状況（西から）

3 SK83完掘状況（西から）

5 SE88土層堆積（南から）

圏版10

1 SK93完掘状況（束から）

3 SK96完掘状況（北から）

5 SKlOO完掘状況（東から）

図版11

1 SK105追物出上状況（北から）

3 トレンチ8・12のSD1・2延長部

5 トレンチ17のSD1・2延長部土層

図版12 SDl出土土器

固版13 SDI・ 2出土土器

l~J版14 SD2・SP56・SK102・105出土土器

圏版15 SDl・2出土土製品

図版16 SDI・2出土石器

6 SK26辿物出上状況

2 SK61辿物出七状況（東から）

4 SP56追物出上状況（束から）

6 SD79全娯（南から）

2 SK82完掘状況（西から）

4 SK84完掘状況（西から）

6 SK93辿物出七状況（東から）

2 SK95完掘状況（西から）

4 SE99完掘状況（東から）

6 SK102辿物出土状況（東から）

2 トレンチ8・12のSDl・2延長部（南から）

4 トレンチ17のSD1・2延長部

6 トレンチ17のSDI・2延長部七層



第1章序説

1. 調壺に至る経過

近代におけるIll宗像郡の翡等教脊は1880(明治13)年11月2711に県立芦展中学校宗像分校が赤問の

法念寺に隣接した借家を借りて設骰された。1882(明治15)年11月に現宗像高校の北側を走る県道を

越えた位骰に新校舎を建てて移転し、翌年、宗像郡立中学となった。しかし、 1886(明治」9)年 4月

10nの中学令公布により維持が困難となり、廃校となった。l919(大正8)年、現在地に福尚県立宗

像翡等学校が1附校、 1926(大正15)年、谷を扶む西側丘陵地に福岡県立床像実業女学校が開校し、

1931 (昭和6)年、幅岡県立宗像高等女学校となった。1932(昭和7)年 6月、宗像高等女学校に赴任

したni中中夫氏は、宗像郡内をくまなく歩き数多くの郷土の歴史脊料を収北した。1938(昭和13)年

には同校西側隣接地に宗像出身者をはじめとする多くの篤志により、宗像郷土館が竣工し、考古粁料

630点、占文~1n59点、先哲迫芳212点、写真53点、図ぽ53点、参考』：62、1ば、委託品76点の全1493点が

収蔵され、公tmされることになった。翌年、田中幸夫氏の異動により、竹：狸は宗像高等女学校に移り、

1949 (昭和24)年ころまで開館していたが、その後は閉館状態となってしまった。戦後、正木＃三郎、

前川威洋、占部玄海、中厄撤、鎌1-1:1隆徳、花IH勝広、関原裕一、柴lll一雄氏らによって脊料整理が進

められ、 1975(昭和50)年に行料の一部が九州歴史究料館に移竹；した。また、このころ他の脊料も含

めて全賓科の所管が福岡県へ移り、大半の査料は1984(昭和59)年に同校敷地内に開館した四塚会館

の展示査料室に収まり、宗像郷上館建設に尽）Jした宗像の人々の、な志はここに引き継がれることにな

った。

戦後の1948(昭和23)年、同地で福1岡県立の宗像高絆学校及び宗俊久:-{-高等学校が同時に創If.した。

翌年、両校は統合され、福岡県立宗像邸等学校となり、今Rに至っている。この間、 1966(昭和41)

年に全面改築がはじまり、 1970(昭和45)年に全面竣工した 調壺地の宗像市東郷856番地は現在グラ

ンドになっているが、 1970(IIH和45)年以前の木造校舎がイf在していた場所にあたる。

現在、県ドの県立高校の改築が進められているが、平成11年4月16日付で福岡県教育庁企(llij祁施設

課から総務都文化財保渡課に、同校の校舎改築に伴う埋蔵文化財事前調企の依頼があった。これを県

文化財保陵課から受けた宗俊rli教脊委且会は、現地調査の結果、同地は埋蔵文化財包蔵地であり、文

化財保設法57条の提出と追跡の確認調壺が必要な旨を同 4月16日付で同答した。承諾を受けた後の5

月10~20Rにかけて確認調壺を実施し、旧校舎建設に伴う撹乱を受けた中で、弥生時代前期に属する

2本の溝及ぴ土坑、柱穴群を検出した。

遣構の残,{.f度は悪く、深さを有する溝などが残っていたものであるが、 •ji.面的には校舎による破壊

を免れるようにして溝がよく残ったといえる。追跡の保存力法について協議を直ねたが、最終的には

発掘調脊を実施して記録保＃の措間を図ることに決定し、調企工程及び予符の合慈を得て平成11年8

月16日付で調介委託契約を結び、発掘調査に消手した。調査は平成11年8月16口に入り、翌年の 3月

24日に完了した。調査期間中の11J-J21nには一般市民を対gHこした現地説明会を実施し、数多くの見

学者が訪れた。・r-成12年4月1n付で調企整理報告性の作成にかかる委託契約を結び、翌年の3月23
日に完了した。

文化財保渡法にかかる手続きは下記のとおりである。

埋蔵文化財発掘の届化について 平成11年4月26LI付11教施第33-2号
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埋蔵文化財発掘調査の報告について

埋蔵物発見届

埋蔵文化財保管証

発掘調査終了届

2. 調査の組織

総 括 宗像市教育委貝会

庶 務

発掘調査

報告牲作成

3. 位四と探境

平成12年 2月25日付11宗教社第789号

平成12年 4月18日付12宗教社第37号

平成12年4月18日付12宗教社第38号

平成12年5月8日付12宗教社第84号

教育長 原田慎太郎（平成11年度）

川崎雅光（平成12年度）

教育部長 織戸勝也（平成11・12年度）

桑野俊一郎（平成12年度）

社会教育課長 井上弘（平成ll・12年度）

伊豆丸正敏（平成12年度）

文化財係長 原俊一 （‘ド成11・12年度）

屯壺 安部裕久(.,と成11・12年度）

原俊一 （平成11・12年度）

嘱託 秋成雅M(平成11年度）

文化財係長 原俊一（平成12年度）

載託 熊代甚之（平成12年度）

宗像市は福岡県北部に位骰し、福岡 ・北九州市のほぼ中間点にあたる。三方を低い山塊に囲まれ、

盆地地形は市北西部で北西に1・開き、市域を東西に貫流する釣川はここから玄界灘にむかって北流する。

市域は東西13.2km、南北9.7km、面積76.82平方kmである。

鞍手郡若宮町との脱を東西に走る、低平な宗（象 ・鞍手山地の一角を占める礎辺山から北西に派生す

る丘陵は、宗像盆地地形の西側を限る。丘陵先端は盆地を東西に貫流する釣川中流を眼前にする。こ

の丘陵は花尚岩類の深昴風化 したもので、谷が複雑に入り込んでいる。調杏地は派生丘陵の中間にあ

る椋高271mの許斐山から北にのびる、標高10m前後の低位段丘上にある。

宗像地域の初期前方後円瑣である東郷高塚占墳は、調査地と同一丘陵にあって、 1967年にはじまっ

た日の里地区士地区画整理事業に伴い、束郷邸塚前方後円瑣及び3碁の円瑣が約 1万4千niの公園と

して現状保存されたほか、周辺では弥生時代後期の石器上堀磁、住届跡が調査された。谷をはさむ西

側の段丘は田熊石畑遺跡で、東郷登リ立辿跡に匹敵する広さの弥生時代集落追跡である。以下に調杏

地周辺の中要な弥生時代追跡を概観する。

大井三倉辿跡は、本辿跡の北西0.8kmに位置し、宗像市の中心を東西に買流する釣川から500mほど

の左岸丘陵上にあって、標裔22mの丘陵頂部を囲い込む弥生時代前期の、原なるようにして時期の異

なる2本の溝、下位の段丘にq,期の袋状竪穴および円形住居跡が111 ~1::した。出上辿物は刻1化突帯文甕

が少批のほか、女II意形口縁兜の胴部に段を有し、刻Hを付するものや 1~2条沈線が巡るものもある。
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光岡長吊辿跡は、本辿跡の束南2.3kmに位mし、宗像市中心部にあって、前後4回の調究により、
標嵩30mを蚊店所とする丘陵 I:及び低位丘陵に住居跡4:.Jt、袋状竪穴89基、屎溝及ぴ古瑣時代の円墳

8基が調査された。環溝は南北2箇所に出入り IIをイiする完結した辿構で、内部に袋状竪穴のみが営

まれ、完形の上笥出上が特色である。

田久松ヶ浦辿跡は、本辿跡の求2.6kmに位四する宗像地域最古段階の弥生時代墳袋逍跡で、宗像盆

地に南からのびる標，1:616~37111の丘陵稜線上に石榔麻 l),~、木棺袋 9 基、 I沸仮総3基、甍棺袋 1基が

直線的に分布するC, 石榔墓は本遺跡の特色で、内部の木棺は残っていなかったものの、謳査時におけ

第 1図 弥生時代の周辺主要遺跡分布図 (1/25000)
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る石材の検出状況からム榔硲とした。木棺硲のなかには石材を副非小壺の収納空間づくりに用いるも

のなどの特色がみられる。出上追物は磨製石剣、靡製石鏃、小疵などがある。また、東側緩斜面には

後期後半の住居跡が常なまれていた。

久原追跡は、本辿跡の束南1.1kmに位骰し、宗像市の盆地地形のほぽ中央にあって、束洒に四流す

る釣川左岸の支流翡瀬川/-i:岸の標晶20~30mの丘陵上に各時代の墳墓が分布する。追跡の束側に広が

る沖積地は弥生時代以来、宗像地域最大の股業生産地となっている。II1~: の調査で検/JIした追構に弥

牛時代前期の甕棺袋5基、土城俗・木棺磁 7基、袋状略穴18碁がある。木棺硲は棺台石を配府するも

のがあり、 1藉製石剣、磨製石鏃、副葬小壺が出上した。また、標店38m前後の、 W区丘陵上に弥生時

代中期の I滉廣必33基がある。群中最も大きい 1号墓は二段堀りで、細形の銅剣、銅矛が1」1上した。

朝町竹煎追跡は、本追跡の束南3.3kmに位ii1tし、宗像,nの南部にあって、標高40m前後の丘陵上に、
前期後半から後期の土城総、木棺袋群が調究された。木棺募の多くが棺材を残さないものの、粘土の

痕跡から割竹状の木棺材を利川したものであり、小口の構造にも特色がみられる。SK28は中期の木

棺硲で、完形の銅文、銅剣のりJ先、小壺が出土した。

光岡辻ノ園追跡は、本追跡の束南1.8kmに位骰する集落辿跡で、迫構が明確でなかったが、溝から

アマゾナイト製の勾玉が出 1:した。

鼎香畑辿跡は、本追跡の束方1.7kmに位骰し、丘陵頂部に弥生時代前期の貯蔵穴群のみが分布する。

須恵クヒノ浦辿跡は、本追跡の北束1.8kmに位i荏し、丘陵頂部の前方後円瑣の下部から弥生時代の

貯蔵穴や幣穴住居跡が検出された。

4. . 調査の概要

本調査前に、南北に‘ド行する 6本の確認トレンチを開けた。事業地内の北半部は校舎解休及びグラ

ンド整備に伴う削平、撹乱が大きく、辿構の残{i状況が極めて悪いため、本調査対象からはずした。

南半部の確認トレンチでは東西に走る溝（本調壺のSD2)が途切れること無く確認できたが、米端

は、溝に被る黙色土附が大きく広がりを見せていた。また、 SD2の南側で、束西方向からやや北西

～南束に振れるような直線的な溝（本調究のSD1)が浅く確認できた。この段階ではSD1・2の溝

が西側で合流するかどうかの判断はできなかった。

本調杏では、 SDl・2を区別しながら調企範囲を広げ、溝以外の辿構は検/l¥J順にしたがって辿構

番号を通しでふった。追構一笈は別表のとおりである。

扱終的に、 SD1の南端は確認できた。西側はSD1・2が重なり合った後、北側に方向を変えてお

り、ほぽ西側の端部はおさえることができた。東側は学校北束隅に雄つ寄宿舎の敷地に延びここでの

トレンチ調在でさらに東方向に広がりをみせていることがわかった。

溝以外の追構については、旧校舎の解体整備時の削平、撹乱が大きく、溝の深さも最大で1.5mほ

どであり、事業地中央部の標邸の硲い部分では明確な迫構の検出にはいたらなかった。調杏区内は束

西の端で傾斜があり、西側では古瑣時代の）j形住居跡、束側では東側調査区外から谷地形が入り込み、

SD 1・2は辿結しないで、谷地形に消滅する。この谷地形が埋まっていく段階の弥生時代後期以降、

中iltにかけて、井戸、 ドングリ土坑などの遺構が集中して営まれている。

SD 1の発掘は、平l面的には数mごとに区を設定した。陸橋部から西側では深さが最大で60cm程度

であり、 1)料として追物を収り上げた。陸橋部から東側では深さが最大で lmとなることから 2附に
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分けて追物を取り上げた。また、 SD2の発掘は平面的には数mごとに区を設定した。層位調在は、

最大の深さ1.5mを上部から約50cmずつ水平切りし、上、中、下荊として設定して、追物の取り上げ

をおこなった。

SD 1 Ill土の追物は弥生時代前期のものが安定的にみられたが、 SD2 /I」上の追物は日けにq,期の辿

物がみられた。

調介区南側では、 SD1の外側に'fl行する後期の溝が部分的に確認されたことから、将来的な調在

で、前期の溝を Uniる規校の,1,該期の溝が検出される11f能性がある。
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第2章 調査の記録

束郷登リ灯：逍跡は、宗像市の中心からやや西側によった位附に所在する。追跡面積は約14/j面とな

る。

調究区は南から北へ緩やかに傾斜し、南北の中刺l線上が最も高く、ここから束と世側に向かって地

形の領斜がみられる。

調査区内は、大正9年にはじまる校舎建築の基礎、昭和41年にはじまる校舎全面解休に伴う解体孜

材を埋め込んだ整地掘り込み、さらには、その後のグランド整備によって、辿構が削平、撹乱を受け

ており、残イ'{-するのは掘り込みの深い溝と土坑、井戸などであり、住届跡はわずかに痕跡を残す程度

であった。調在区内の基本陪／ヤは、南側の中央部で現状のグランド面から60cmで地山となり、この間

の層はすべて整地附である。また束西の調1fl又端では地111までの深さが2mを超え、校舎建築以前の

畑地が地山上部に確認できた。調杏は試掘坑の観察をもとに、地山（紺の検出からがt手した。

1) SD 1 (第2~ 41又I)

SD 1 (i溝）は、最も西側の試掘トレンチで確認していたもので、調介区南側で弧状に掘られ、南

北方向に長さ40m以 L、束西に100m以上の規校を布している。西側ではSD2に切られているが、こ

こから北西へはSD2と重なり、さらに調在区外に延びている。東側では谷の人りこみ部で?111滅する

が、谷を扶む北束側の調脊区内で延長上にある溝を確認できており、さらに調査区外に延びることが

わかったことから、束洒幅はさらに大きくなるものと思われる。溝の上端は削平を受けているが、溝

輻は比較的残りのよい調査区北東端で2.5m、西側では0.5mとなる。溝の深さは、最火で lmの規模

を有する。 溝の横断面はV字形に掘られているが、内外の傾斜角は•定していない。 溝底の輻は0.2

~0.3mであり、溝底から追い上がることは困難を伴う。

最も南側で溝を掘りきらない東西幅3.3~3.7mの陸橋が1ヵ所設けられているが、 till平のためか、

出人りにかかる柱火、溝などの施設は検/Iiできなかった。この部分の溝端部平面観は直線的である。

溝の深さを 3mに設定すると、 ll'i人り口の幅は1.5mとなり、溝 L端幅は 5m以上に復元できる。陸

棉祁上端は標高10.30mで、この地点での溝底との比絲差は0.7mとなるぐ陸橋から西側の溝底は徐々

に高くなり、陸橋から22mの地点で標閲10mとなり、陸橋部上端との比高差は他か0.3mほどとなる。

ここから西側へ向かって傾斜がはじまり、 SD2との切合い部との溝底比高差は約 Jmとなる。陸橋

から束側の溝底は徐々に低くなり、陸橋から19mの地点で、北束から南洒にヒ端幅0.2mの平坦部と

＂劇l~[J 1 mを有する、地111を掘り残した中仕切壁が形成され、溝底から0.6mの高さとなる。中仕切

培の上端と溝上端は0.25mほどの比rdi差となるo さらに東へ13mの地¢)/'(八第2番Hの中仕切段が堀

り残されている。溝底との比高差は0.3mである。陸橋部と第 l・2中仕切の間は 一種の水溜機能を

持っていたものと考えられる。溝は陸橋部から40mの地点で谷の白然地形に消滅するが、この地点と

溝底最高所との比高差はl.lm ほどとなる。 溝は谷部で•且梢滅するが、調査区内の北東側で継統し

ており、溝底は標砧8.8mほどで、北東に延びて溝底の標翡は下っている。

陸橋部から西側の地点の溝底標高が最も邸くなるということは、環溝掘削以前の自然丘陵の稜線に

あたることも影押しているものとみることができる。

溝の埋上堆栢は3I曽あるが、全て自然堆秘で、黙褐色上附が基調となっている。溝内の出上辿物の
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第2回 S01・ 2溝底傾斜回 (1/800) 

全体址は少なく、陸橋部から西側は最大で数10cmの堆積であり、溝の下11'1として追物の取り「．げをお

こなった。陸橋部から東側は谷部周辺で黒色士で全体が覆われ、溝に伴う遣物のほか、弥生時代中～

後期、さらに奈良、平安期の辿物がこの黒色土中から出ヒした。

2) SD 2 (第2~3・5~71叉I)

SD 2 (溝）は調査区内中央で束世方向に匝線的に掘られた溝で東世に80mあり、東側では陸橋か

ら24mで谷に消滅し、 SD1とは屯ならない。西側はSDlとりJ合った後、北側へ向きを変えて調究区

外北側へ延びている。SDIと煎なる部分では、溝底の標店はSD2がSDlより0.5m深く、 土層観察

からSD2がSD1を切っていることがわかった。溝は断1(1.iV字で、最大輻3.2m、最大の深さ1.3mの
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r S01 5区

゜
2m 

第 4回 S01の1区 ・5区遺物出土状況図 (1/40) 

規模を有し、中央部には溝を掘りきらない陸橋が幅2m残り、溝内外へのIll入nとなっている。周辺
に関述施設は認められなかった。溝の深さを 3mと設定すると、出人り口の輻は lmとなり、溝 r.端

幅は4m以上に復元できる。

西側のSD1と前なる部分から延長部はU字形の幅広い溝底の断面となる。陸柏部の溝底標高は9.1

mほどで、陸橋部上端との比麻差は1.3mである。陸橋から西側は溝底標高は徐々に糾くなり、西へ

14mの地点で標高9.45mとなり、最も裔くなる。

この溝底蚊高所から西へは傾斜しながら、澗在区内の未端で標蒻8.15mとなり、延長部はさらに低

くなる。陸橋から束側は緩やかに傾斜し、谷部に消える。SD2の溝底傾斜はSD1のそれと酷似し、

地形の影評を受けたものと考えられる。

溝の堆積埋上は全体に 3~4陪認められ、茶褐色～黒褐色のn然堆梢である。土梨状の形成が溝の
内外のどちらに造られたかは溝内の堆積状況からは判断ができない。

溝内からのIllt」：器は 1こl曽に弥生時代中期の上器が混じっているが、中 .F層は前期の土器で占め

られている。

3) sx 3 (第8l;xl) 

SD 1とSD2に挟まれた空間の最も西側閣に位骰し、小溝が束‘日部に半円形に残る。現況の溝の披

大幅0.3m、深さ0.04mである。東側の一端は溝を掘りきらずに幅1.2mの空間をイfする。復元すると

推定直径14mの円形溝が巡るものとみられ、内部に柱穴、炉を認めることができないため、あるいは

溝を巡らした動物飼育用の施設とも考えられる。IH状は深さ 1m以上の復元が可能であり、 SD1・ 

2に囲まれた半円形の空間は住居域ではなく、生産、貯蔵などのための空間であった可能性がある。
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4) SK21 (第9・10屈I)

調究区の束側にあって、 SD2が束にi在線的に延び、谷に消える直前の溝埋土を切り込んで掘られ

たl.04XQ.83m、深さ0.6mの不整円形土坑である。底径約0.9mの床は不整円形でほぼ平坦である。西

側壁は内傾して0.4mほど立ち上がる。SD2の調在中に確認されたもので、 切合い関係は明確にでき

ていない。埋土中からn緑端部に刻Hを付す甕の破片が1点出土した。口縁部から胴部の破片で、内

湾しながら立ち上がる胴部に口縁下1.2cmで、外に短く外反する口縁部が付く 。口縁端部はヘラ状工

具による刻目が施されている。n縁部は横ナデ調整、胴部外面は斜め及ぴ縦方向の板ナデ調整、胎上
に粗砂粒を多く含み、焼成は良好で、胴上部に黒斑がみられる。内外面とも橙色。この辿構はSDZ

埋七の掘削中に確認したものであり、両者の切合関係には若干の疑間が残る。追構の性格は不明であ

る。

＼
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10.40m 

二 1 m 10cm 

第9図 SK21実測図 (1/40) 第10図 SK21出土遺物実測図 (1/4)

5) SK22 (第26似f)

調査区の東側の谷の埋土を切り込んで掘られた土坑で、 1.95X 1.85m、深さ0.7mの不整形上坑であ

る。床面は径1.2mほどの不整円形でやや平坦である。壁は内池気味に立ち上がる。埋土中の直口壺

及び翡杯から弥生時代後期の追構と考えられる。井戸機能を持つものであろうか。

6) SK24 (第26固）

調査区の西端にあって、 1.2X 1 m、深さ0.4m、底径0.6mの不整1り形土坑である。床而はほぽ平坦

で、墜は内湾気味に立ち上がる。出土追物はない。

7) SC25 (第11・12図）

調査区の最も両側にあって、西半は削平で梢滅する。一辺が4.6x2.5 am、深さ0.4mの方形住居跡

である。壁に沿って幅0.2~0.3mの周壁溝が巡り、床面中央に2.2m間隔に 4本柱が掘られ、最も深い

柱穴は lmほどとなる。カマドの有無は不明である。東側周墜溝から出土した須恵器、土師器は古項
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時代後期のものである。 1は須忠器杯身で、浅く内沿して立ち上がる1本部に、外上方に尖り気味に引

き出した受部が続き、端部が尖り気味となる受部立ち上がりがのる。l」緑部は横ナデ、イ本部外面1/2

に1司転ヘラケズリを施す。内而の体底部は不定方向ナデ。胎土に2mm以ドの砂粒を含み、焼成良好。

内外面とも灰色。口径13.2cm、受部径15.4cm、器翡3.9cm、受部立ち上がり0.9cmを測る。 2は須忠器杯

蓋片で、天井部と体部境に弱い稜が入る。口縁端部に内傾する段が認められる。粗砂粒を含み、焼／戎

は良好。内外面とも灰色。 3は土師器の甕で、球状）l彫部に外反して立ちヒがる口縁部がつく。口縁祁

は横ナデ、頸部内而及び)JI可部外而は横刷毛H、胴部内面はヘラ削り後ナデ調整。粗砂粒を含み、焼成

良好。内外面とも橙色。口径16.4cm。

◎
c
 ゜

ー□い
9.40m 

。
4m 

第11図 SC25実測図 (1/80)

ニ ー□ ~-=, 三~\,,
。

10cm 

。
10cm 

第12図 SC25出土遺物実測図 (1/3・1/4)

8) SK26 (第13図）

調介区の中央北側、 SD2の北にあって、径0.7m、深さ0.2mの円形土坑である。床面は径0.7mのPl

形で、平坦である。壁は外llflき気味に立ち上がる。底近くから跳ね上げに1縁甕を含む」：器群が出 L:し

た。弥生時代後期前半の追構であるc

9) SK28 (第27図）

調介区の西側にあって、 SD1・2の合流地点に近いところにある3.9X 1.9m、深さ0.8mの桁円形 I:

坑である。当初は地下式横穴雄の可能性を持ちながら掘り進んだが、結呆的には地下桜透水による浸
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食によるものと判断した。

10) SK30 (第14圏）

調査区の中央北側にあって、 SD2の北にある3.2X2.8m、深さ0.05mの不整円形土坑である。床面

に粘土と）火が堆秘していたほか、跳ねヒげ口縁甕が出上した。

A
 

10.5
0
m
 

皿
rー＂炉
r
桐
川
闘
刊

10.90m 

~ 
0 lm 

10.50m 

~~ 
lm 

゜
第13区 SK26実測図 (1/40) 第14図 SK30実測図 (1/40)

11) SP56 (第15・16図）

調壺区の中央南側にあって、 SD

1の陸橋に近い径0.39m、深さ0.24

mの不整円形 L坑である。底径0.2

mの床は平坦で、培は外開きに立ち

上がる。狸 J..:.中から弥生時代前期の

完形小壺が正立からやや傾いた状態

で出土した。膨らみをもつ平底にそ

ろばん」~状の胴部がつき、

緩く外反して立ちヒがる。

口縁部は

口端部は

丸くおさめる。頸部と府部の境は不

⑭
 

＼

＿

 
10.60m 

こ

゜
lm 

第15図 SP56実測固 (1/40) 第16図

0 6cm 

一SP56出土遺物実測図(1/4)
明瞭である。器面は全体にナデ調整

で仕上げ、 n頭部内面は指押さえ痕を残す。粗砂粒を多く含み、焼成良好。内外而とも橙色c 黒斑あ

り。U径6.8cm、器高9.2cm、胴祁最大径8.5cm、底径3.9cmc

12) SK61 (第171叉I)

調究区の束側谷部にある径 lm、深さ0.2mの円形上坑に、束南にのびるL字溝が付設する追構で

ある。溝幅は0.4mほどで、円形上坑に向かって傾斜する。土坑床而は‘臼坦で、墜は真っ直ぐ立ち上

がる。 ヒ坑床にドングリの集積が認められ、直上に弥生時代後期の土器が出土した。
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9.30m 

一

゜
1m 

第17図 SK61実測図 (1/40)

13) SK62 (第26図）

調査区の束側谷部にある径1.2m、深さO.lmの円形土坑であ

る。床面は平坦で、埋土中から弥生時代中期後半～後期の土

器が出土した。

14) SK63 (第26図）

調究区の東側谷部のSD2が消滅する際にある径0.95m、深

さ0.5mの円形上坑である。底径0.5mの床面は平坦で、壁は外

開きに真っ直ぐ立ち上がる。埋上中から弥生時代中期後半～

終末期の土器が出土した。

15) SE67 (第26図）

調査区の束側谷部にあって、 SD1が陸橋部から北に延び、

谷で終息する部分に掘られた径1.2m、深さ0.7mの不幣円形土

坑である。径0.7mの平坦床からさらに0.2m、径0.4mの土坑が

掘られている。 1段Hの床は粘上が堆枝していた。埋上中か

ら古代～中世の辿物が出上した。井戸であろうか。

16) SK74 (第18圏）

調査区の東側谷部にある径2.3m、深さ0.6mの不整1月形土坑である。二段掘りとなっており、弥生

時代後期のヒ器が出土した。 ドングリ土坑と思われる。

9.90m 

言
SK74 

雲

9.90m 

言 三

9.90m 

一一

SK96 

゜
2m 

SK95 

第18図 SK74・95・96実測図 (1/80) 

17) SK77 (第19図）

調査区の西側にあって、 SD2の埋土中に掘り込まれた土坑である。SD2の掘削中に検出したもの

で、 1/2はない。長径2.04m、短径0.69am、深さ0.35mを測る。床は平坦で、埋土中から弥生時代前

期の如意形口縁甕、蓋などが出土した。
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9.50m 

18) S078 (第20図）

調壺区の東南l叫にあって、 SD79を切る

長さ10m、輻l.2~0.4m、深さ0.7mの溝で、

断面は長）j形～逆台形となる。弥生時代後

期の土器が出十．した。

19) S079 (第20図）

調究IKの東南隅にある長さ」8m、幅0.75

~0.4m、深さ0.7mの溝で、北側は、溝が

閉じる。断面はV字形～逆台形となる。弥

生時代後期の土器が出土した。

゜
2m 

第19図 SK77実測回 (1/40)

20) SE80 (第26固）

調査区の束側谷部にあって、 SD1の束

にある径3.6m、深さ1.4mの1:r1形上坑であ

る。底部は径0.5mの平担で、壁は0.2m直

に立ち上がり、そのヒは大きく外I州きに立ちヒがる。二段掘りである。埋上中から格子□タタキ目を
有する瓦、比器、「l磁が出上 した。

21) SK82 (第821叉I)

調在似の東側谷部にあって、 SD1・79の中lnJにある長径2.5m、短径1.9m、深さ0.4mの楕円形上坑

である。SK83を切る。床l面は平坦で、埋上中から中～近1tl:の土器、すり鉢が1+'1tした。

22) SK83 (釘匂261叉I)

SK82に南側で切られる不整円形上坑である。径2.3m、深さ0.4m、床而は平坦で、 Jlll土中から弥生

時代後期の土器がIll上した。

23) SK84 (第20悩）

調企区の束南悶にあって、 SD79を切って掘られている3.8a x 3.5m、深さ0.2mの上坑である。床面

は •Jf..l[!で、埋上中から近111:の石棒、 l::r.ili器が出土した。この追構は住居跡の11r能性がある。

24) SK87 (第261.(1)

調企区の束端の谷部にあって、 1.28X 1.17m、深さ0.75mを測る円形の土坑である。底径0.8mの1未

而は平坦で、墜は外1mきに立ち卜がる。埋土中から弥生時代後期の上器が出上した。この辿構は井戸

のnj能性がある。

25) SK89 (第26図）

調奔区の束端の谷部にあって、 SD1の東にある径2.4m、深さ0.33mの円形 L坑で、床而は平坦で、

出土追物はない。
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26) SK93 (第21図）

調究区の束端の谷祁にあって、 SD1の束にある径2.lm、深さ0.61mの二段掘り円形七坑である。

底は径0.4mの円形で •fl坦である。 床而匝上から追物の集積があり、弥生時代後期の土器と木）わが出

上した。井戸の可能性がある。

/ 
27) SK95 (第18図）

調査区の束端の谷部にあって、 SD

1の束にある2.5a x 1.98 a m、深さ

0.3mの円形土坑で、床面にドングリ

が堆積していたほか、弥生時代後期

～古墳時代はじめの上器が出士した。

28) SK96 (第18図）

調査区の束端の谷部にあって、 SD

］の束にある1.55X 1.37m、深さ0.3m

の円形土坑で、床面にドングリが堆

積していたほか、古墳時代はじめの

9.80m tnm器が1廿土した。
r― 

29) SE98 (第26悩I)

調査区の京端の谷部にあって、 SD

1の束にある1.87X 0.5m、深さl.lm

の井戸である。床は径0.6mほどの円

゜
2m 
形で、平坦である。整は外聞きに立

ち上がる。埋土中から中世の瓦器が

第21固 SK93実測図 (1/40) ILi土した。

30) SE99 (第27収I)

調在区の東端の谷部にあって、 SD1の東にあるl.64X1.35m、深さ1.55mの）j: 戸である。床は0.6m

ほどの円形で平坦である。底に板石が2点四かれていた。埋土中から弥生時代後期のヒ器が出土した。

31) SK100 (第27図）

調究区の束端の谷部にあって、 SDIの東にあるl.26X0.87m、深さO.lmの二段掘り梢円形土坑であ

る。 底は0.6m ほどの IIJ形で平;l-1~である。聖は緩やかに外開きに立ち上がる。埋土中から弥生時代後

期の L器がll'i土した。

32) SK101 (負苫26l叉I)

調査lえの束端の谷部にあって、 SD1の束にある2.33Xl.lm、深さ0.16mの隅丸方形土坑である。床

而は平坦で、壁は緩やかに外I}伽lきに立ち上がる。埋上中から弥生時代後期の土器が出土した。
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1喩叫

9.80m 

―-一亘二
。

2m 

第22図 SK102実測図 (1/40) 

33) SK102 (釘~22 · 231::(!)

調在区の東端の谷部にあって、 SDlの束にある

1.92 X 1.45111、深さ0.28mの隅丸方形土坑である。床

面は東から西に緩やかに領斜する 埋上中から弥生時

代後期の邸杯、鉢がII-¥I.: した。 1は完形の鉢で、浅い

突状の丸底から外構lきに内湾して立ち Kがるlllilli1IIは、

その端部をやや角張らせて口縁部となる。胴部外面は

縦l1llJ'T;目調整後にナデている。 胎 ,~響は粗い砂粒を含むc

2は店湛である。大きく外反して裾広がりの脚部に内

滑して深みのある胴部がつく 。杯部の中位がわずかに

内側に屈曲する。n端部は1面をつくり、内側がわずか
に引き出されている。器面は縦崩毛11調柩後、ナデて

いる。杯部と脚部りをに 2条の沈線がめぐる。）l合上に粗

い砂粒を含む。

冒

2
 

゜
10cm 

第23図 SK102出土遺物実測図 (1/4)

34) SK105 (第24図）

調介区の東端の谷部にあって、 SD1の束にある2.4X 1.43m、深さ0.62mの桁111形 I.:.坑である 底

は0.5m ほどの1り形で、咽の立ちヒがりは緩やかである。 J:~l 上中から弥生時代1前期のほぽ完形の小壺

が出 lこした。ややヒげ底気味の円盤状平底に扁球形の胴部がつづき、最大径は中位にある。胴部と

頸部の税はやや不明瞭である。頸部は外反して直立気味に立ち上がる。11縁部外側が）I凹原し、頸部

との桜に段をイiする。17縁部は粘ヒ接合面が＂月 1既に残る。器I紺は「京な研1科痕を残す

35) SD 1出土遺物（第28~35図）

溝内の土附は溝の深さが lmを越す部分もあり 、 概ね 3~'1~に分けられることから、迎物の取

り上げは、綿密なgq位ごとの取り上げをせず、上端からの深さ40~50cmを1附の,r.位としてあつか
い、 ヒ・中・下 ・床l面に分けて収り I・.げた 陸橋部から西側は溝の残りが悪く、深いところで60cm

の深さであったことから、溝の地上中の追物は床面及びFJ副追物として取り上げた。

SD 1からの出上追物は、 SD2に比べると少なく、上器は斐、壺、鉢、益、閥杯で、完形品を含

まない。石器は石斧、石剣、石鏃、石錐、石庖丁、石鎌、砥石、磨石、敲石がある。また、上製品

には紡鐙ll、 1彎．錘がある。
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10.10m 

゜
2m ゜

10cm 

第24図 SK105実測図 (1/40) 第25図 SK105出土遺物実測図 (1/4)

甕

火'I.<..の上器が破片脊料であり、完形品がないため、全1本の器形を捉えることができない 「l緑部

に1条の亥IJI」突幣を介するもの、 JJI両部が屈曲し、 11縁部と屈1ll1部に亥IJlI突僻を有するもの、「l緑端

部に直接刻Flを人れるもの、 U緑部に亥ljLJ突幣及び直接刻1=1を持たないものがある。

］は直立LI緑で、 「1端部は尖り気味となる。11縁端下lcmにカマボコ形の粘上術を貼り付け、ヘ

ラ状工具で刻IIを施す。 2は府立「1緑で、口端部は尖り気味となる 「1緑端 f"0.5cmにカマボコ形の

粘 k幣を貼り付けるが、粘ヒ帯の淵iはn端部にかかるっヘラ状 1こ具で浅い亥ljIIを施す。内面に指

押さえ痕を残す。 3はやや外反気味のTl'I:立口縁で、 n縁端 fl.lcmにカマポコ形のやや幅広の粘,._幣
を貼り付け、ヘラ状 I~具で刻Hを施す。内1fr1に指判lさえ痕を残す。4は直i',:I I縁で、 11端部は尖り

気味となる。11緑端下0.5cmに二角形の粘 l・・幣を貼り付け、ヘラ状T具で器1friに届く程度の刻nを施
す。器lfiiは横）j向の条痕、 1人」面は横ナデ調整。 5は器壁が薄く、 II端部は尖り気味となる 口縁端

下0.5cmに薄い：角形の粘 I:帝を貼り付け、ヘラ状［共で浅い刻目を施す。器I面はナデ臥料径。 6は外

傾する口縁で、口端部は尖る。11縁端下0.3cmに薄い二角形の粘J-.術を貼り付け、ヘラ状工具で浅い

刻f]を施す。器面はナデ調整。 7は外傾気味の「l縁で、 LI端部は尖る。口縁端に接してド阿するて

角形の粘 L・rt¥'を貼り付け、ヘラ状工具で深めの刻IIを施す。外面に縦）il11Jの板ナデ痕が残る。8は

直立11縁で、 11端部はやや,y・J[」となる。l」縁端に接して下1111する薄い三角形の粘上帯を貼り付け、

ヘラ状T具で浅い刻lIを施す。 9は11'-t1'L I I縁で、「1端部は内傾する血をつくる 11緑端に接して薄

いカマポコ状の粘」：幣を貼り付け、ヘラ状L具で刻口を施す。内面に横）ilr1Jの板ナデ痕を残す。10

は外傾気味の「l緑で、 Il端部に弱い面をつくる。II縁端に接してド向する源い こ角形粘上僻を貼り

付け、ヘラ状上具で刻口を施す。11はII端部が）Lくなり、外側は突悩に被さる 11縁端直 Fにカマ

ポコ形粘」：幣を貼り付け、ヘラ状丁＿具で刻11を施す。12は尖り気味の11端部に薄い粘七幣を貼り付

け、板もしくは刷毛IJ丁．具で刻1::1を施したもので、 一兄無突僻刻み目を思わせる。器面は横板ナデ

13の傾きは利川である。11端部は弱いlfiiをつくる。日縁端下0.6cmに張り出しの強い粘上幣を貼り付

け、ヘラ状工具で浅い刻nを施す。14は尖り気味のn端部外側に三角形粘Ur'iをJli'iり付けて11端部
に面をつくり、外端にヘラ状エ共による刻みHを施す。15は弱く外反しながら外傾する「l縁部の17
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端部と同じ高さに粘上帯を貼り付け、ヘラ状工具で刻l=fを施したものである。16は器岐が薄く、外反

して立ち上がる「l緑部の口端部の位i代に薄い三角形粘 Iこ1i{'を貼り付け、ヘラ状[具で刻Hを施してい

る。17は直立口縁部のn端部に三角形粘上術を貼り付けて11端部に面をつくり、ヘラ状」:具による刻
みl」を施す。日縁部下7.5cmの位mにも薄い幅広の二角形粘土幣を貼り付け、ヘラ状T共による刻み
目を施す。18は外傾気味の口縁部にn端部に連続する薄い三角形粘上幣を貼り付け、ヘラ状工具で浅

い刻目を施したものである。19は緩く外反しながら外傾する17緑部の尖り気味のn端音11に三角形粘土

幣を貼り付け、ヘラ状_[具による刻みHを施す。20は胴屈rill部片で、源い芝角形粘土術を貼り付けて

下端に段をつくり、ヘラ状 I~具で浅い亥HIを施す。器面に横)J向の板ナデ痕を残す。21は胴屈曲部に

薄い三角形粘」マ笛を貼り付け、ヘラ状...CJ!-で浅い亥IJIIを施す。器面に横方向の板ナデ痕を残す。22は

朋屈!Iii部に薄い-:角形粘 I:術を貼り付け、浅い刻Hを施すc.. 23は胴部にカマポコ形粘士iiiを貼り付け、

ヘラ状「2具で浅い刻み日を施したものである。24は弱い屈rU1Jllnl部に薄い二角形粘上帯を貼り付け、浅

い刻み1-1を施したものである。25は直立する胴部にカマボコ形の粘上術を貼り付け、ヘラ状L具で浅

い刻み1~1を施したものである。26は虹立する胴部屈仙部片で、薄い三角形粘上術を貼り付け、刷毛Fl

［具による浅い亥HIを施している。刻みl」は右側に付されている。外Jfiiの突僻から上部は右下がりの

刷毛11調整、下半は横方向の板ナデ調整。内而は横方向の刷毛日調幣。27は胴部屈1ll1部）ヤで、薄い＝

角形粘土帯を貼り付け、ヘラ状「→具で浅い刻l=Iを施している。器面は研9併もしくはf1俎なナテ調整、

内面を横方向に研府している。28は胴部屈ill!部片で、薄い三角形粘ヒ俯を貼り付け、ヘラ状」．．具によ

る浅い刻lJを施している。外面は右ドがりの刷毛II、 ド部は板ナデ調整。内IW上半に指押さえ痕を残

す。29は三角形粘上幣を貼り付け、ヘラ状工具による亥IJLIを施している。器而上部は横ナデ調整。

30は直1'.t:I I縁部のI―l端部にあわせて粘土帯を貼り付け、 U端部を,y坦にし、外端にヘラ状工具によ

る右上がりの刻みHを施している。破片の下端に1条の横力J11)のl_l_!l線が入る。器面は丁睾な横ナデ調

整、内而に指押さえ痕を残す。31はi杜立口縁の11端部,,i坦而にヘラ状工具で而接刻口を施したもので
ある。32は直立口緑の17端部下3.5cmに＝．角形の粘土帯を貼り付け、ヘラ状・c具で亥!JOを施し、その
上に粘上板2枚を貼り付けて立ち上げて平坦なn端部をつくり、口端部内側にヘラ状上具で刻Hを施

している。器面はい序にナデている。33は直立LI縁端部のI―I端部を平坦に仕上げ、「l端部外側にヘラ

状工具で浅い刻IIを施すものである。器而は「寧な横方l句の板ナデ調幣。34は外傾気味の直吃「l縁,°¥11

の17端部を平JU.に仕上げ、口端部外側にヘラ状工具で刻「lを施したものである。器rrriは「寧にナデて

いる。35は外傾するII緑部の口端部はやや丸みを有し、「！端部外側にごく浅い刻目を施している。器

面は丁寧にナデ調整されている。 36は外傾気味のJJ~部に、小さく外反するu縁部がつき、 11端部は丸

みを有する。11端部にはJ:.面からヘラ状t具でごく浅い刻みLIを施すが、刻み1・1の範囲は内側を慈識

している。37は直立気味の胴部に、短い11縁部が外側に折れるlI端部はやや丸みをもつ。11端部の外

側に浅い亥IJI」を施している。器面は斜めの刷毛17調整痕を残す。38はih立口縁部の「l端部内側に棒状

T. 具でllJJ瞭な亥IJIJを施している。器rfilは丁寧にナデている。39は直 Iグ．気味の胴部に外傾気味の11縁部

がつき、「l端部は平坦となる。17端部外側に浅い亥Jjflを施している。40は内湾して外頼する胴部が屈

11!1し、屈1仙祁に粘上帯を貼り付ける。胴部上半は内傾して立ち 1こがり、 II縁部は大きく外反して、ロ

端部は外方に引き出される。17端部は丸い。胴部屈lllJ兜に外反n縁部がつく折衷I:器である。口端部、

屈且1部ともに刻nはない。41は如意形11縁部の「l端部に浅い刻I」を施し、外面に縦刷毛目調整を施す。
42は外領胴部の屈!UI部に粘 t僻を貼り付け、ヘラ状工具で刻み「lを施している。胴部上平はやや内領

気味に立ち上がり、 l」緑部は緩やかに外J又する。LI端部は平川に什： I:. げ、口端部内1JIIJが引き出される。

「l端部外側に浅い刻IJを施している。II緑部は板ナデ及び横ナデ調整、胴部器1(riは縦刷毛日調整。J-)、J
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rfiiは指押え痕が明瞭に残る。43は外傾して直線的に立ち上がる胴部に、やや外傾傾きを意識したLI縁

部がつく 。「l端部はまる＜、端部外側に浅い刻IJを施している。器l面は丁寧にナデて仕 I:げている

内面上部に指押さえ痕を残す。44は直立胴部に強く外反してIJ端祁を外方に引き出す如慈形11縁部片

で、口端部全面に刻日を施したものである。45は小さく外反する「l縁部のLI端部は面をつくり、口端

部外側に刻Hを施したものである。46は外反して立ち上がるい縁部の11端部に1(11をつくり、 I1端部外

側に浅い刻口を施したものである。47は直立気味の胴部に短く外反する口縁部がつく 、11端部は丸み

をもつが、亥ljt-:1の介無はイ,AJJ。481莉立胴部にゆる＜外反して立ち上がりがつく 。口端部は尖り気味で

丸く、亥ljrlはない。49は外反n縁部の口端部はやや丸みをもち、端部に浅い刻Uを施したものである。
50は外反「l縁部の「l端部が而をつくり、 n端部外側に浅い刻11を施したものである。器面は全休に丁

布なナデ調整を施している。

51から111は底部片である。底部は売、壺、鉢の器形の判断が難しい。断而が明らかに台形となる

ものはない。台形状に底部を迎識したもの、短く而立した後、外I開きに立ち上がるもの、外反しなが

ら立ち上がるもの、直線的に外傾して立ち上がるものがある。短く直立して立ち卜がる底部は壺ある

いは鉢としたほうがよいと思われる。55は壺としたほうがよい査料で、円盤状の平底に内消して立ち

上がる胴部のq-i位に薄い一角形粘 I:帯を貼り付けたものである。62・79は底部穿イしを施した甑であるc

175 (351叉I) は鉢に人れているが、刻みHのイ＃化から斐としておきたい3 傾きは正確ではない。短く

外反する口縁部の下端に刻み lj を施している。 器面は丁1'¾'£にナデている。

兜は器面に条痕を布するものはなく、刷毛目調整をもつものも少ない、逆に器l面を丁寧なナデ調整

で仕上げるという、壺の研磨ほどではないにしろ、器形及ぴ技法に甕と壺の折衷がn立つ。

壺

壺の完形品はなく、器形を知りうる費料も甍に比べると少ない

LJ 2は頸部と胴部境を 1条の沈線で区画し、内傾して弱く外反する頸部が立ち上がり、 LJ緑部が強

く外反して外開きとなる。n端部は「寧な研磨により丸くft上げられている。器面全体に1碕ばな横方
向の研｝科調幣を施している。内Ifiiは指押さえ痕が残る。「l縁部位に黒斑が残る，113は底部を欠く壺

である 扁球形の胴部は中位に蚊）＜径があり、頸部との培に段、沈線はない。頸部は内傾して直線的

に立ち上がり、「l縁部は短く折れて外llflきとなる。l」端部は丸い，器而は横方向の研磨を施し、内而

は胴部」ごわから頸部下半にかけて指机lさえ痕を残す。114は小壺の口頸部）ヤである。内傾して立ち t

がる頸部は均質ではない。11縁部は短く外反して外開きとなる。日端部は丸い。器IfITは横方向の研磨

を施している。115は口縁部片で、外反する立ち上がりは外開きとなり、口端部は外方に引きIllされ

る。116はn縁部が紺く大きく外反し、 l―l端部は外方に引き出され、 n端部は尖り気味となる。]17は

胴部と頸部境は段、沈線を布さない）直線的に内領して立ち上がる頸部に、外反して外方へ引き出さ

れる口縁部がつく。n端部はやや尖り気味となる。内外面に）柑危り研磨痕が残る。118は直立気味の
顆部に大きく短く外反して外方に折れる口縁部がつく 。日端部は丸い。器面に研料痕を残す。119は

内傾して宜線的に立ち Kがる頸部に鋭く外反する口縁部がつく 。LI端部は）Lい。器lfiiは丹激り研府痕

を残す。]20は府部ヒ半の破片で、 3本の平行沈線があり、 F半に複線ILi形文を沈線で描く。器面は

fiJf l紆痕を残す 121は扁球形の胴部片で、頸郎との境には段、沈線は持たない。器I葡は研磨、内面に

指押さえ痕を残す。122は扁球形の胴部上平片で、頸部とのお厄及び最大径部位に 1条の沈線を引き、

間を 1本の縦沈線を軸に4本111.位の複線III形文を描いている。器1111は黒色研磨後、丹を派布している。

123はIi-}部上半の破）tで、 3本の平行沈線があり、 卜平に 3本を単位とする複線山形文を沈線で描く 。

器面は研115痕を残す。124は頸部下半から胴部上半の破片で、境に段を設けている。器面は丹喰り研
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磨を施す-125は頸部と/j柏部は段、沈線で区jilijしない。器面は丹漁り横6Jf府を施す。126はIOiiの埋上

中出ヒの鋤先n縁部片で、上面は平坦となり、 n端部内側は尖り気味に引き出され、外端はやや角張

る。上而内拠りにj.Lj形浮文を配する。丹塗りの痕跡を残す。

127~164は底部）ヤで、‘杓底の端部が丸みを介・し、境が不明瞭となるもの (127~132・155)、台形様

底部 (133・134・137・143・145・157)、円盤状底部 036・138・142・144・146・149・151・152)、

外反気味に立ち上がるものがある。

鉢

165は直線的に外傾して立ちヒがる胴部に弱く外反する11縁部がつく 。11端部は丸い。口縁部下に

一角形粘 I:術を貼り付けている。166は胴部屈Hll部のヒ半部は内煩し、口縁部は短く外方に折れるc

口端部は丸い。167は）1月部屈皿部の上半部は直立し、口縁部は短く外方に折れる。17端部は丸い。168

は渾手の破片で、胴部屈1111部は弱く 、上半部は前立し、口縁部は短く外方に折れる。口端部は丸い。

169は薄手の破片で、胴部屈118部のビ!.<.部は内傾し、口縁部は短く外傾する。11端部は丸い。器面は

横研府調整。170はIY.手の I.:器で、内而して立ち上がる胴部に直吃の11縁部がつづき 、口端部は平坦

となる 。 い端祁のナデにより粘士が内側に引き出される。 「l端部外側にヘラ状」~J—しによる刻み H が施

されている。11縁部は横ナデ調整。器I面は板ナデ調樅。内rmはナデ調樅。171は上げ底状の底部に直

線的に外傾するJI月部がつづき、屈1lh部からヒ部は内傾し、外｝又する口縁部がつく。11端部下端が外）i

に引き出され、口端部にI面をつくる。172は大型の屈fill部片である。

高坪

173は脚から杯部の破片で、突幣をもたない。176は脚部の付け根に三角形粘土帯l条を巡らせ、刻

みLIを施している。179は大型の高杯で、脚部の開きは小さい。脚部の付け根に三角形粘上帝1条を巡

らせ、刻み11の布無は不明である。180は脚部の開きは大きく、内面を縦向きの板ナデを行っている。

器l葡は研磨されている。184は脚部片でl条の粘土帯が巡り、器而を研磨している。

36) SD 2出土遺物（第36~401図）

溝内の上彫は溝の深さがlmを越し、概ね3~4府に分けられることから、辿物の取り上げは、綿

密な附位ごとの取り上げをせず、」．．．端からの深さ40~50cmをl}r'iの恨位としてあっかい、 i-.. 中 ・

下 ・床IUfに分けて取り上げた。上附には弥生時代中期の追物を含む。4区西半部では中 .F層におい

てそれぞれ一群の追物群を抽出することができた。ここではSD2 ti¥上逍物の全惰料を整理できてい

ないため、 ・綿を報告するにとどめる。

甕

1は器整の匝い大型甕で、 JI村部が屈曲し、屈曲部よりビトは直線(Iりに内仰して立ち上がる。口縁部

は短く外反し、口端部は面をつくる。 n端部は内外両方向へ•JI き出され、 n端部内外端に浅い刻み U

を施す。屈曲部には刷毛[Iエ具による浅い刻日を施している。器而は口縁部付近を縦副毛LI調整、胴

部を横刷毛日調整。内面は口縁部を横刷毛[I、 F半を縦刷毛El調幣する。 2はI村筒気味に直立して立

ち上がる胴部に~II慈形の 1 1縁部がつく 。 17端祁は丸みを有し、刻み 1::i を施す。 胴部の上位に薄いヲ角

形粘七幣を貼り付け、刻みHを施す。器l川はナデ調整で、 →部に板ナデの痕跡を残すC 3は内約して

立ち 1こがる胴部に如意形口縁部がつく 。 l」端部に浅い亥lj 「I を施している 。 口縁部付近に縦刷毛,~調格

を施し、胴部は柚あるいは斜めの刷毛H調整を施す。内面も刷毛目調整を施している。4は開きの大

きい胴部に如意形口縁部がつく 。11端部ド端に浅い刻le!を施している。器面は柑lj毛H調整後、板ナデ

を施す。 5 は胴部は内祷しながら外開きに立ち上がり、女II慈形口縁部がつく 。 口端部は外）］へ•JI き出
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され、外側端部に浅い刻日を施す。器面は刷毛目調整。内面は指押さえ痕を残す。 6は平底に直線的

に立ち上がる胴部下半に、外膨らみの胴上半部がつづき、女II意形口縁部がつく 。LI端部は）Lく、端部

に浅い刻17を施す。 7は1阜手の甕で、台形様底部に内洗気味に直立する）l附部がつづき、直立のまま「l

縁部となる。n端部は丸い。器面はナデ調整と指押さえ痕を明瞭に残している。底部中央に焼成後に
穿孔を施す。 8は甑底部片である。やや上げ底状の底部は台形様で、）]~~ 部下半は町巌線的に立ち上がる。

器1riiは縦刷毛目調整。内底部に指押さえ痕を残す。底部中央に焼成後の穿孔を施している。

壺

9は!II吋部下半を欠く大型壺である。扁球形の）胴部は,,jが張り、頸部との税は弱い段となって区画す

る。頭部の立ち L:がりは高く内傾し、緩やかに外反する 頸部上半は直立気味である。口縁部は強く

外反し、外側が外反気味に肥原する。肥限部 F端は1りiみを増して段を有する。11端部は丸い。外面は

横方111]の丹粕り研磨調整を施している。内面は11縁部を横研磨調整。胴部に黒斑を認める。10は3区

恨半 Fl杓と 4区西半中肘の査料が接合した戒である。胴部下半を欠いているが、扁球形の胴部t位に

最大径がくるが、Ji=!の張りは 9に比べ緩い。頚祁との榜は段をつくって区画している。顕部は高く、

外反しながら宜立する。n縁部は大きく外反し、外側が肥原し、 JI即彫部下端は明瞭な段を有する。ロ
縁端部は面をつくる。器面は全面を横方向の月塗り研磨調整を施している。内而口縁部も丹樅り研磨

調整を施している。11は球形胴部の上位に最大径があり、頚部との培は段で区11岡する。頸部は直線的

に内領して立ち上がる。JI月部上半の上ドに3本の平行沈線を配し、 11りを 3本単位の複線山形文を沈線

で表現する。器面は丹途り研磨を施している。内面は指押さえ痕を残す。12は内領して直線的に立ち

Lがる頭部に人きく外反する17縁部がつく 。口縁部外側は肥原口縁を意識した浅い段が残る。口縁部

から器表面は丹途り研磨調整。内面は指押さえ痕を残す。13は台形様底部に府の張る球形胴部がのり、

頚部との境は浅い段がつく。頸部は直立気味に外反し、口縁部は短く外反する。口縁部外側に頸部と

区画する沈線が1条巡る。!lliiJ部上端に 2本、胴部最大径部位に 1本の沈線を巡らし、間に4本単位の

複線ill形文を~cする 。 頸祁には 2 本 2 科Pr-位の縦沈線が 3 箇所配されている。 器面は丁寧な1iJf磨調整

を施している。14は直立頸祁に大きく外折れする17縁部がつく 。口縁部外側が肥匝し、段をつくる。

「l端部下端が引き出され、 LI端部に（面をつくる。「！縁部横研磨調幣。内面下半に刷毛日調整。15は平

底に扁球形の胴部がのり、最大径が巾位にくる。器面は研窮調整。16は平底に球形）］月部がのり、最大

径部位は上位にくる。頸蔀との税は不明瞭である。頭部は内傾して立ち上がるが、頚部上半は直立す

る，n縁部は二段に折れながら外反し、 n端部は外方に引き出される。「l端部は丸い。器（面は「酋J.な
ヘラ研磨調整を施す。17は円盤状底部に扁球形の胴部がのり、最大径部位は中位にくる 胴部と頸部

の境は2条の沈線で区画し、頸部は短く内傾して吃ち上がり、大きく外反するn縁部がつく 。17端部

は尖り気味となる。器1t11は丁京な横研暦が施されている。18は平底に長めの胴部がのり、短い頸部に

外反する口縁部がつく 。19は上げ底の円盤状底部に符盤玉様の胴部がのり、最大径部位は上位にくる。

頸部との脱は 1条の沈線で区11lijする。20は平底に扁球形の胴部がのり、最大径部位は上位にくる。胴

部下半に外傾接合痕を明瞭に残す 21は台形様の底部に半球形の胴部がのり、頸部とのぶ2は弱い段で

区画する。顕部は削線的に内傾して立ち tがり、 17縁部は強く外反して「l端部は外方に引き出される。

頸部に横位の板ナデ調整。胴部に横研磨を施している。外傾接合痕を1肘瞭に残す。22は胴部q,イ立片で、

最大径部位で}f暉する。屈1U1祁位の直上に 2条の平行沈線を配し、その上位に沈線で複線山形文を配

している 器而はJ寧な横研磨を施している。23は胴部じj':片で、最大径部位の宜上に 4本の平行沈

線を配し、 卜位にも平行沈線を描く。間に4本単位の複線山形文を描く 。24は大型壺の台）f多様底部で

ある。器面は底部に縦刷毛目調整。胴部は研磨調整を施している 25は大刑壺の平底に大きく開きな
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がら立ち上がる胴部がつく 。26は大型壺の平底に長いll屑部が続く。 27は12区上附の大型壺で、上げ底

にやや長胴気味の胴部がのり、最大径剖1位は上位にくる。頸部との境は不明瞭で、 2条沈線で区画す

る程度である。顕部が外反して(I忙立気味に立ち上がり、そのまま大きく外反する日縁部につづく 。ロ

端部は丸みを帝びる。文様は胴部上位に2条平行沈線を設け、頸部瑳の2条平行沈線との間に布軸羽

状文を配する。頸部中位にも 2条平行沈線を配し、胴部との榜に 2本単位の縦沈線を配している。

28は2区下附出土の甕で、胴部は中位で弱く屈曲し、緩く内湾しながら外開きに立ち上がり、口縁

部が小さく外反する）Je:1¥I」縁部がつく。肥匝部外側下端に段を有する。口端部は面をつくり、口端部

の内外端、肥原口縁部の下端の 3箇所に浅い刻目を施す。胴部の中位にも薄い粘土帯を貼り付け、浅

い刻b-1が施されている。外l面は縦刷毛目調整、内面は指押さえ痕を残す。29は2区 F陪/JI七の斐で、

平底に緩く内湾しながら外開きに立ち上がる胴部がのり、如意状口縁部がつく 。口端部は丸みを有す

る。11端部に浅い刻目を施す。器面調整は不明。

鉢

30は1区下附出土の丹途り研磨の鉢破片で、緩く内湾して外開きに立ちヒがる胴部は口縁 F5.5cm

の位骰で屈曲反転し、外反口縁部がつく 。口端部は丸みを有する。器面は屈曲より上を刷毛口調整後

に横方向の丹婆り研磨を加え、下半は板ナデ調整。 31は 6 区下,~出土の§本で、平底に内湾して外I開き

に立ち上がる胴下半部に、直立する胴上半がのり、口縁部は短く雁曲して外へ折れる。口端部は面を

つくる。外面は刷毛目調整。内面は指押さえ痕を残す。32は6区下附出土の鉢で、台形底部に内湾気

味に立ち上がる胴部がつく 。胴上半部は直立し、強く短く外反する口縁部がつく 。口端部はやや尖り

気味となる。器面は丁寧な丹塗り研磨を施し、 jJ彬1部上半に4本一単位の沈線で、端部が連続しない複

線山形文が描かれている。33は6区下府出上の鉢で、原みのある平底は台形状となり、胴部は内湾し

て外開きに立ち上がる。11縁部は強く屈曲させて横外方に引き出し、 n端部を丸くおさめる。口端部
にヘラ状工共による浅い刻目を施す。器而はナデ調整を施し、内面は指押さえ痕を残す。

高坪

34は杯部片で、外開きの浅い杯部の屈1111部に「く」の字に反転する口縁部がつき、口端部は横外方

へ引き出される。17端部は丸い。器而全体に丁寧な横研磨調整を施している。 35は丹塗り研鹿の杯部

片で、外開きの浅い杯部の屈鼎部にくの字に反転する口縁部は外に折れる。口端部は横外方へ引き出

される。口端部に面をつくる。36は高杯脚上半部片で、脚部付け根に高い三角形粘土帯を 1条巡らせ

る。脚部は直線的に開く。脚部内面は指押さえ痕を残す。37は脚部付け根に三角形粘土帯を 1条巡ら

せ、浅い刻日を施している。杯部は大きく開く 。38は脚部付け根に三角形粘土帯を薄く 1条巡らせ、

脚部は直線的に1開き、下半は外反する。

37) SD 1・2出土石器（第41図）

打製石鏃 (1~ 5) 

打製磨製石鏃は、 三角鏃で基部はほぼ平坦なものと緩やかな袂りが入るものがある。石材は黒耀石

が大半で、安山岩製が一点認められる。

磨製石鏃 (10~12)

いわゆる柳葉形の有茎磨製石鏃で、完形品は認められないものの6個体を検出している。身の中央

に鉛がとおり、茎の断面は丸みを帯びた六角形となる。12は、幅広のもので、他のものとは形式が異

なる。

磨製石剣 (13・14)
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いずれも破片であるため全体の形状は不明であるが、身には鉛がとおる。14は、刃部鉛部分が剥離

したもので他の部分を欠拍する。

スクレイパー (8・9)

8・9ともに縦長剥片を素材として）I及而から-/_If而へ剥離を行い刃部を形成している。

石斧 05~18)

出上石斧には、蛤刃石斧 ・扁平片刃石斧・柱状片刃石斧があり、末製品・破片を含めると27個体を

数える。15は、蛤刃石斧で、基部を欠損する。16・17は、扁'11片刃石斧で、 16はガ部を欠損する。18

は、柱状片刃石斧で、石ノミと呼ばれるものである。他に図示していないが、浅い袂り人りの柱状片

刃石斧も出上している。

石包丁 (19・20)

19は、外湾刃半月形で、中央に1穴両面から穿イしする。20は、過半を欠損するものの外湾ガ半J=j形

と思われ、穿孔は両面穿孔である。

石錘 (21)

楕1「J形の自然石の両側面に袂り部を作成し錘としている。

石核 (6・7)

石核は、黒耀石のみで、 39個体を数える。主に長さ 3cm前後の方形~,1湘籾1形の剥片を 2~3枚剥

ぎ取るものが多く、石鏃を作成することを主□的として剥片球lj離を行ったと考えられる。剥離）i法に
は法則性は見受けられず、目的の剥片を得るために任意の場所から求lj離作業を行っている。

その他、今回は圏示し得なかったが、 SD1・2からは、膨大な絨の石器が出土している。これら

の組成については、表3を参照とされたい。

38) SD 1・ 2出土土製品（第42図）

紡錘車 (1~ 13) 

紡錘卓は、 19点が出土し、内訳は、 SD1が3点、 SD2が16点である。4は、両面に放射状の沈線

を施すもので、両面とも研庖調腋である。5は、背面に孔を中心に同心円状に刺突による浅い穴が施

されている。

土錘 (14~16)

出土した土錘は、いずれも管状土錘で、軸断而は楕円形を呈す。
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第3章 まとめ

1)環溝について

束郷登リ立追跡は、 2同にわたる 1地の造成を受けて、 In地形から Im以上削平されており、集落

追跡にある仕届跡などは梢滅し、掘り方の深い溝及び谷部のJt-戸などが残っていた。主要辿構は断而

v印fクの溝で、 SDlは南端部から東西方向に広がる弧状の溝で、現状で束世に1.00m、南北で40mを

測る。この溝は釆側では谷に消え、世側はSD2に切られて梢滅する。SD1は南北に延ぴる台地を束

llliに掘り切る溝であり、調介区最南端の台地稜線の位間に溝を掘りきらない陸橋部をつくり、ここか

ら束側では、谷に梢滅する l~lJ に溝中に 2 箇所の仕切りを罹を掘り残す特徴を打するが、 m途はイ道明で

ある。溝底の椋邸は陸橋部よりやや西側で最も深くなり、ここから束lりに向かって下降する傾斜を有

する。

SD 2はSDlの木端をつなぐ弦状溝で、他側ではSD1の木端を切り、ここから断而がU字形となっ

てさらに西に延びた後、向きを北に変えて調壺区外にさらに続くものと思われる。東側では谷の奥で

自然梢滅する。調森IX.の東端ではSDlの延長線上に断面V字形の溝が谷を挟んでll¥現するが、この

溝の下附からLI縁下に沈線を］条巡らす甕が出」；しており、この溝はSD1の延長溝ではなく、 SD2 

が谷を挟んで北に方向転換して延びる延長溝として捉える方が解釈しやすい。溝底の標高は陸橋部よ

りやや囲側で最も深くなり、ここから束西に向かって下降する傾斜を有する。SD2の溝底はSD1に

比べて数10cmほど低くなっている。

溝に囲まれた空間には住居跡、貯蔵穴が推定できるが、調杏では確認できなかった。

西側での辿構切り合いから、SDlが先行して掘られ、その後にSD2が掘削されたものであるが、

削平の規校が大きいことから、溝がどの程度埋まってきた段階で掘られたものかはイ,UJ)である。仮に

定期間SD1・2が共用されていたものとし、完掘されないまでも、ほぽ台地状の環溝として復几

してみると、その平面形は既存調企の環溝迎構と比べると、弧状溝とり玄状溝で構成される板付追跡に

類似し、本辿跡の谷部分を板付環溝の溝を掘り切らない空間に対応させると、その企両性に類似がみ

られふ環溝内には孤翌）削・fを受けていながら掘り込みの深い袋状竪穴の痕跡が確認されていないc

束郷登リヴ．追跡の立地、追跡の規校、 SD2上層の中期上器、 1ili期珠溝の外側に後期の溝が部分的に

確認されたこと。さらに、谷部分を中心に-tに弥生時代後期以降、平安時代までの上坑、井戸が出上

していること、台地）甚部の高位丘陵に占墳時代前期の前方後円瑣である東郷晶塚古墳が存在すること

などから、本追跡は宗1象地域における弥生時代前期からの111心的な拠点集落とすることができよう。

奈｛象地域には弥牛時代前期の溝を有する辿跡として占賀市井手流追跡、津樫崎町今川追跡、宗像市

大）t-言弁追跡、光岡長尾辿跡、束郷登リ v__追跡があり、ともに弥生時代前期の現溝追跡として咽要で

ある 弥生時代の環溝集落の変遷をたどると、今川辿跡の3号仕）甜跡および包含附形成の時期に並行

して東郷登リヽ［追跡の拠点集落形成がはじまるものと考えておきたい。さらにこの拠点集落を軸にし

て今川追跡および大井 て倉追跡の環溝集落が形成されたものと思われる。光岡長尾辿跡は出土追物か

らt記の 3辿跡からは時期がくだり、環溝内に住居を持たず、袋状喉穴のみを守る特色を有する。こ

の時期、光岡長尾追跡のような環溝をもたないが、丘陵頂部に袋状1径穴群が集中して造営される辿跡

が形成される。

以上から、弥生時代の宗像地域は前期初めの環溝集洛形成と前期後半の貯蔵施設の集中管理のはじ
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まりに集落形成の両期を求めることができるc

2)弥生時代前期の土器について

前期の土器はSD1・2及び土坑から/11Lしたが、 SD2 Iii・I:: l--. 器については大半が屈化できていな

いため、今後の課題としたい。SD1については破片が多く良好な状態ではないが、 ・部混人がある

ものの比較的まとまったものであり、検討を加え、一部SD2についても触れてみたい。

SD 1出上土器は甕、壺、（浅）鉢、科杯であり、

甕 1類 胴部上半が屈rillし、「l縁部と屈ttfl部に刻み1こ1突幣を有するもの (JI月部に突幣を有しながら

も亥ljみ口のないもの、屈曲部が内折れ、外折れ、不l附瞭なものも含む）。

甕2類 胴部が内湾しながら外傾して立ち上がり、 LI縁部に刻みIJ突幣を有するもの。

甕3類 直立気味に立ち Kがる胴部に口縁部が述続して続き、口端部に直接刻みIIを施すもの（外

傾、外反志lnJのものを含む）。

甕 4類 胴部がj)、l1巧しながら立ちヒがり、「l縁部は外反して「l端部に亥ljみ口を施すもの。

壺 球形JI伺部に内傾して立ち上がる頚祁がつき、 11縁部が短く強く外反する ）

鉢 杯部上半が阻11!1し、口縁部が外反するもの。

高坪 脚部付け根に突術を付すもの。 1条突術に刻み1-1を付すものと付さないものがある。

突幣をイiする甕の「l縁部片は直立するものと、外J又気味に立ち上がるものに分けられることから、先

1・2類に属する。翌1類は胴部屈1111部以 Kの顧きが内傾するものはなく 、直立か外反するものを特

徴とする。器壁が薄く、貼り付け突帯の粘土はそれほど科くない。刻みl」はヘラ状工具で浅く刻み込

まれている。器面に条痕をもつものものはなく、すべて板ナデもしくは屈lj毛目調樅、ナデ調救となっ

ている。これらの特徴をイiする甕は古賀市井手流追跡3号溝及び沖屋崎町今川追跡追物包含）曽、宗像

市）.;:)に＝．倉追跡 1・ 2サ溝に数点ずつみられる。

甕2類はII縁部の細片が多く 1類との仕分けが難しく、兜 l類に人る可能性もある。

甕3類は直立l―l縁部の「l端部に亥ljみ目を直接施すものである 器樅は甕1類同様に薄く、やや傾き

をもつもの、口縁部が少し外にJaJ,Jillを示すものがある。器而調整はすべて板ナデもしくは刷毛H調整、

ナデ調整である。 亥ljみ目は①n端部全面に入れるもの、 ②lJ端部外端に人れるもの、 (~口端部内端に

人れるものがある。 今川辿跡 3 号住屈跡及び辿物包含,~にみられる。

翌4類は如慈形17縁に刻み目を付すものである。削瞭に如慈形11縁とするのは44(29図）であり、

他の脊料は女II意形志向の傾きをもち、口端部に全面、 n端部外端に刻むもの、刻みf]をもたないもの

がある。井手流追跡3号溝、今川辿跡3サ住居跡、追物包含料にある。

壺は外如」縁部の外側に粘土を貼り付けて）把｝ばさせる＇並を含まず、内傾頸部に短く外反する口縁部

がつく特徴を打する。出土狩科が少ないことがネックであるが、このことは）1: 手流辿跡 3号溝、今川

追跡3号住居跡、辿物包含附にも共通してみられる。

鉢は屈11t1部から短く外反して立ちヒがる口縁部は内傾、 11忙吃、外傾、 1打線的となるものに分かれる。

以上の出上土器の観察から①器壁が1豆手で、匝底の台形底部を有し、器而を条痕調整する深鉢形上器

をもたない②屈1111型2条突幣を有する斐が比較的多くみられる、 （も器種構成にjJ即厄rI縁壺をもたない、

¥qi女ll意形志向の甕が認められることなどから、本辿跡のSDJの土器はJI:手流辿跡3号溝、今川逍跡

3号住居跡、迎物包含附に並行し、那珂遺跡の溝より新しくなること、雀屈追跡5次調壺SK188より

先行するといえる。

今川追跡のV字溝出」：：査科で女II慈形11縁甕に肥即7縁壺が共伴する板付I式新段階が設定されたが、
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今皿の調査で、宗像地域の板付I式平行期に如意形n緑甕に肥厚口縁壺を伴わない夜臼式壺を組み合

わせを設定できるものと思われるが、さらに脊料の増）~11 を待ちたい。

SD 2は1図示した七器は 6・16・17・18・27が I::層の出土であり、他は下～巾,~出土である。大咆

壺の9は4区西'j:.下府、 JOはr,肌じ4区世半の中肘と 3区西半の FRが接合した土器である

甕は如．な形11縁甕を中休となるが、 II端部内外端に亥lji=Iを付す売 (36図 1)、肥原「l縁、刻目突俯

を取り況ぜた折衷甕 (391~1 28) 。 屈曲は失われるが、 }JI可部に刻目突帯を残す兜 (36図 2) がある 。 ま

た、直立11縁売がある (36図7)。

大型壺は頸部が閻い肥厚目縁・，他 (37図9・10)がある。小壺は肥匝口縁部はないが、外反口縁部が

二段に折れるものがあり (38図12・13など）、い縁部外側下端に弱い段を残す。

鉢は口縁部の外反度は弱くなるもの (391,g130·32) 。 LI端部を横外方に•JI き出し、口端部に刻 LJ を

付す鉢がある (39閑33)。

閥杯は杯部上半の屈1th度が緩やかになり、口縁部の立ち上がり及び外反も弱くなる (40図34・35)。

小壺・鉢に付された文様はSD1・2ともに彩文はなく、肘部上半に旺線による複線山形文を配す

るヘラ描き沈線文が主休で、凧弧文はない。また、 SD2上府に有軸羽状文が認められる。

SD2出上土器は如意形口縁甕、イf段喪、沈線売（トレンチ17下陪）、肥/t;i:17縁壺、外反11縁壺があ

り、時期的に幅があるが、 SDlに後続する時期におさまるものと思われる。

-47-



表 l 束郷登リ立追跡遺構一買表 単位:m

遣構名 迫構種別 長軸（径） 短軸（径 ．輻） 深 さ 時 期 HI 土追物 備 考

SX3 飼育用追構？ 0.32~0.08 0.04 弥生後期 鋤先 ・跳ね上げ口緑 住居？

SP12 土坑 0.46 0.36 0.08 弥生後期 土器

SK19 上坑 1.3 0.9 0.82 弥生後期～占墳初 七師器口緑 SD2を切る土坑

SK2l 井戸 1.04 0.83 0.6~0.45 弥牛前期後半 刻み日付売日緑 SD2を切る土坑

SK22 不整形士坑 1.95 1.85 0.74-0.52 弥生後期～終＊ 直口壺、高杯

SK24 不整形上坑 1.2 l 0.39-0.19 ？ 無し （不明）

SC25 方形住居跡 4.6 2.5+ a 約0.35 古墳後期6C 須俎器、上師器 4本柱

SK26 円形上坑 0.74 0.26-0.21 弥生後期前半 跳上 ・鋤先縁甕 森二瀦式併行

SK28 楕円形土坑 3.9 I.9 1.7~0.8 ？ 無し伍明）

SK30 t坑 3.20-? 約0.05 弥生後期 甕底部、跳 t」」緑 底面に粘t・灰
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SP56 円形上坑 0.39 0.24 弥生前期 完形小壺

SK61 ドングリ上坑 1.1 0.2 弥生後期 妓形器台？ 、中期甕片 円形部のみの計測佑

SK62 円形上坑 1.2 0.14-0.1 弥生巾期後～後期 七器

SK63 円形上坑 0.95 0.57-0.53 弥生中期～終末 土器

SE67 井戸？ 1.2 0.73 古代～中世 石鍋片、滑石製品？ 不整円形2段掘り上坑

2段H 0.42 0.3 

SK74 ドングリ上坑？ 2.3 0.15 弥生後期 t器 2段掘り

2段目 1.53 J~0.65 0.45-0.15 

SP76 円形上坑 0.5 0.22 ？ 無し （不削）

SK77 円形t坑 2.04 0.69+ a 0.35 弥生前期？ 姦・如意状口縁 ・石斧 1/2を削平される

SD78 溝 1.2~0.4 0.7-0.5 弥生後期 七器 断lfii長）i形～逆台形

SD79 溝 0.75-0.40 0.7-0.55 弥生後期 _t. 器 断面逆台形~V字形

SE80 井戸 3.65 1.4 þÿN-N� 上器 ・白磁 ・瓦器 円形t坑

2段 El 0.6 0.3 格 (-1'-lタタキ瓦



単位： m

日 構名 I 近構種別 暉 (if) þÿwíŽø袖 (jf・輻）1 深 さ 時 期 /11 上遺物 I 偏 ぢ

SK82 桁1り形t坑 2.5 1.9 OA~0.2 中世～近lit .I: 器 ・すり鉢 SK83を切る

SK83 r1形 I:坑 2.3 0.4~0.3 弥生 後期 土器

SK84 住,,,:・? 3.8+ a 3.5 0.2 近世 {iW・・I:師皿 þÿwóhÒは砥石のttf能性あり

SK87 井/i? J.28 1.17 0.75 弥'E後期？ ・t硲

SE88 ）杓i 2.07 1.2 ljljlt 上器

SK89 ftJ形上坑 2.4 0.33 ？ 燕し（不明）

, , 坑

0.27 0.25 ？ 」：器小片 1

2.l 0.61 弥生後期 k器・木片、文脚 2段

fl 0.83 0.23 
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SK95 ドングリ土坑 2.5+ a 1.98+ a 0.3 弥生後期～古tMJJ 土器.I: 師器 2段、下段は円形ビット

2段l―l 1.42 0.45 

SK96 ドングリ土坑？ J.55 1.37 0.3 古t(t初 小芍硲台脚部、低脚杯

SE98 Jt-1 i 1.87+ a 0.5+ a l.J 'I叶It 瓦器 溝1f.li境にあり未完掘

SE99 片Ii 1.64 1.35 1.55 弥生後期 1: 器 底面に石あり

SK JOO 杓円形上坑 126 0.87 0.1 弥生後期 上器 2段

2段n 0.77 0.3 

SKIOI 限丸）i Jfi土坑 2.33 l.l + a 0.16 弥生後期？ 上器

SKI02 隅丸}j形土坑 1.92 1.45 0.28~0.13 弥生後期 硲杯・鉢

SP103 t:1111形上坑 0.65 0.5 0.1 ？ 無し（イ澗）

SKI05 杓l'I形 t坑 2.4 1.43 0.62~0.28 弥伽iiUりl ほぽ‘必形小壺
←一

SKJ07 円形？上坑 1.0+ a 0.28 弥’と後期 完Jヤ他 ST17内、，謁ft(え坑にあり未完掘



表2 東郷登リ立追跡出上辿物観察表 法址の（ ）内数値は復元他 ・残イ且邸 (cm)

図版番サ n 径
俎構番 り・ 写兵番号 器種 器 窃 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 t 焼成 色 濶 備考

原図番り 底 径

SDI 
第28図 I 口緑部小片 内外面庶滅のため，湖整1遺月 2 mm以下の 内外ーにぶい黄橙色

11区上陪
柊l版12-1 甕 (3.2) 口縁端部外面下Jiに刻みH突帯付設 白色砂粒を 良

00195 含む

SDI 
第28図2 「l緑部小片 内I釘1絞滅のため鴻整不明 2 mm以下の 内一熟灰色

13区上削
図版12-2 ~ (34) U緑端部外I面に刻みn突帝付設 外面横ナテ？ n色砂粒を 良 外一明黄渇色
00175 含む

SDl 
第28固3 [J縁部片 内面潟整不明 2 mm以 Fの 内外ーIJJ-1赤褐色

13区上附
図版12-3 甕 (3.5) 外面刻みIJ突僻を付設 外面突帯 L:.面に板状[具による押え 砂粒を多く 良
00062 端部上I面に而を布す 含む

ー501 

SDl 
第28図4 口緑部小片 内面擦痕（条痕？ ） 2 mm以下の 内外ー黒色

7区下居
図版12-4 甕 (3.0) 「l緑部外縁に刻み ,~突幣付設 外1/ii横位の条痕 白色砂粒を 良

00129 含む

SDJ 
第28図5 口縁部小片 内面ナデ、「！縁端部内面指押え I mm以下の 内一黒色

9区杓惰
図版12-5 安 (3.8) LJ縁部外緑に刻み口突帯付設 外面横位の擦痕？ 白色細粒を 良 外ーにぶい黄褐色
00130 含む

SDl 
第28図6 口縁部片 内面i横位の研粁 2 mm以下の 内外ー黒褐色

8区下k-1
免 (5.3) 砂粒を多く 良

00040 含む

SDl 
第28閣7 口縁部片 内面ナデ 1 ~ 2mmの 内一褐灰色

8区下附
図版12-7 斐 (3.2) 口緑部外面に刻□突帯あり 外面条痕後縦位の板ナデ 砂粒を多く 良好 外一灰褐色
0004] 含む

SDl 
第28図8 11緑部小片 内外面床滅のため調整不ff)j 2 m111以Fの 内一黒色

7区下附
甕 (2.5) 口縁端部外面に刻み目突帯（寸設 白色砂粒を 良 外ー黒～浅貨色

00133 日縁端部上面に平坦I面を有す 含む

SDl 
第28図9 II縁部小片 内面横位の板状[具による擦痕 2 mm以下の 内一黒灰色

14区上附
央 (3.1) 口縁端部外面に刻みEl突帯付設 外面ナデ？ 白色砂粒を 良 外ー黒～明黄褐色

00179 少址含む

SDI 
第281,(]10 口絃部小片 内面横位ナデ（板ナデ？） 1 mm以ドの 内外ー黒色

14屁上附
衷..... (2.6) 口緑端部外面に刻みn突僻付設 外I面板ナデ後研磨？ 砂粒を多く 良

00066 含む



法械の（ ）内数値は復元値 ・残存高 (cm)

図版番号 口 径

辿構番 「り'・ 写真番号 器種 器 閲 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 T 焼成 色 調 備考
原図番号 底 ィ’又ヒ

SDI 
第祁図11 n縁部小）ヤ 内外面調整不明 l mm以下の 内一浅黄楼色

13区上府
甕 (1.8) 外面刻み目突幣を付設 砂粒を含む 良 外ー／天褐色

00063 口緑端部は丸くおさめる

SDI 
第28図12 口縁部片 内面縦位板ナデ 1 mm以下の 内一灰黄褐色

13区間仕切上~vi
翌 (2.0) n縁燐部外面に刻みH突-Ii¥;付設 外面縦位板ナデ後横ハケ 砂粒を含む 良好 外一灰褐色

00065 

SDl 
第28L;_flJ13 口縁部小片 内外l紺摩滅のため調整ィ渭Jl 2 mm以ドの 内ーにぶい橙色

18IX: F培
図版12-13 央 (3.J) n縁端部外面下方に刻み口突術付設 白色砂粒を 良 外ーにぶい褐色

00184 LI縁部はやや内傾する 多く含む

| 51ー

SD! 
第28図14 「l縁部片 内面ナデ 2mm以下の 内外ーにぶい黄褐色

17区上w1
甕 (3.5) 口緑端部外面に刻み□突帯付設 外lfii横位の条痕後ナデ？ 砂粒を含む 良

00097 端部上面を平坦におさめる

SDI 
第28図15 口縁部片 内外面とも摩滅が若しく濁格不明 0.5~ 5 mm大 内一橙色

2区下層
図版12-15 甕 (6.1) 口紺端部外面に刻Hを施す 刻H付近に赤色頻科付＾序？ の砂粒を多 良 外ーにぶい黄褐色

00030 く含む

SDl 
第28図16 口縁部片 内面瀾幣不明 2皿以ドの 内一黒褐色～灰褐色

17区上k"'i
鉢？ (3.9) 口緑端部外面に刻み13を施す 外面ハケ 砂粒を多く 良 外ー暗褐色 磁ゃ ？ ・ 

00098 含む

SDJ 
第28図17 n縁部Jヤ 内外面潟整不明 2 mm以下の 内ーにぶい黄橙色

16区上培
図版12-17 斐 (I0.2) 口縁端部外面 ・服部上面に刻U突幣 外面枷1部突帯下板ナデ？ 砂粒を多く 良 外一橙色

00087 含む

SDI 
第28位118 口緑部小片 内外面庶滅のため調整不明 2 mm以下の 内一黒灰色

14区 l:.層
斐 (6.3) 口縁端部外面に刻みEl突帯付設 白色砂粒を 良 外ーにぷい黄橙色

00180 口縁部は緩やかに内傾する 含む

SDl 
第28図19 LI縁部片 内外面説整不明 1 mm以下の 内外一橙色

l 7IX: 1:/M 
図版12-19 売 (6.1) n縁端祁外面に刻みH突幣を付設 砂粒を含む 良

00101 服蔀付近から1勾向しながら立ちあがる 精製胎十ク

SDI 
第28図20 朋部片 内禎jJ梵滅のため瀾整不明 5 mm以ドの 内一灰黄色

12区ド附
甕 (10.5) 残f{部下方に刻み且突帯付設 外面横位～斜位のハケU l'I色砂粒を 不良 外ーにぶい褐色

00139 突帯より LI縁部に向かい緩やかに内傾 黒斑イiり 含む



法梨の（ ）内数値は復元値・残存品 (cm)

図版番サ n 径 I 
逍構番号 写真番号 器種 器 1，.噂,1 形 餌L・ 特 徴 ,rs 法 特 徴 胎 ,~ 焼成 色 調 備考

原図番号 底 径

SDl 
第28lgl2J 朋部破片 外1liiハケ後ナデ 0.5~ 3 mm)( 内一灰白色

2区下R-.1
辺ムしヽ (12.0) 中央に刻口を施す 内面ナデ の砂粒を多 良 外一灰黄褐色

00029 く含む

SDl 
第28図22 「l縁～胴部片 内而横位ナデ （板ナデ？） 白色細粒を 内一．閉色

161えU'1
甕 (5.8) JIM部上位に刻みH突術をめぐらす 外面突俯下横位ナデ 含む精製胎 良 外ー-~褐色

00080 士

SDl 
第28図23 nM部片 内外面逍整不明 2 mm以下の 内一橙色

16区上h'l
甕 (5.3) 残{f.部」こ端に刻H突僻付設 砂粒を多く 良 外ーにぶい黄褐色

00089 含む

ー521 

SDl 
第28図24 服部片 内外ilii庶滅のため調整心月 1 mm以ドの 内ーにぶい黄朽色

18区上附
甕 (5.7) 残存中央に刻み口突僻付設 砂粒を多く 良 外一橙色

00108 含む

SDl 
第28図25 胴部片 内外面調整イ渭明 1 mm以 Fの 内一橙色

炎 (3.4) 刻み目突帯を付設 突帝ド部横ナデ？ 砂粒を多く 良 外ーにぶい黄橙色
16li. ヒ屑

00093 外面丹塗り？ 含む

SDl 
第28図26 胴部破片 内l而ハケ J mm以下の 内外一橙色

甕 (7.0) 胴部 k位屈訓部に刻みH 外面ハケ 砂粒を多く 良好
13区t.陪

00059 突帯よりゆるやかに外反し立ちあがる 突帯直ド横ナデ 含む

第28図27 胴部片 内面横位研府（条痕？） 2 mm以下の 内一黒褐色
SDl 

翌 (8.2) 刻且突帯あり 外而研府 砂粒を多く 良好 外ーにぶい褐色
8区下悩

00039 含む

第28柊12.'l 胴部～口緑部破片 内面指押え 3 mm以Fの 内一にぶい炭橙色
SDl 

災 (JO.O) 胴部ヒ位）1111111部に亥I]みH 外1葡刻みl=II: 部横位条痕、 白色砂粒を 良好 外ー黒色
13li上~Yi

00060 突菊よりゆるやかに内傾し立ちあがる ド部斜位条痕 多く含む

SD! 
第28図29 胴部小片 内面ナデ？ 2 mm以ドの 内一灰褐色

-IIゃ~ (3.8) 残{f部上方外側に亥I]みH突俯付設 外面板ナデ 白色砂粒を 良 外ー／天黄褐色
131を下陪

00110 含む

第29図30 [._J縁部片 内面斜め方luJのナデ l mm以下の 内外ーI明貨褐色
SDl 

炎 (6.1) 「l縁部外1fiiに刻H 外llfiナデ 砂粒を含む 良
16[1<: !・. 培

00088 LI緑端部上面は平J-8_



法批の( ) I人」数値は復元値 ・残存閻 (cm)

図版番サ n 径

追構番 号 写兵番号 器種 器 邸 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 沿l 備考

原I';(]番サ 底 径

ート

第29図31 口緑部）ヤ 内外面とも摩滅により潟格1澗l 2 mm以下の 内ーにぷい黄褐色
SDI 

図版12-31 史 (8.5) n緑端部上面から外面に刻みllを 砂粒を多く 良 外一灰白色
17区」こ~j

00120 施す 含む

第29ril32 口縁部片 内面横位～斜位のナデ 2 mm以 Fの 内ーにぷい黄色
SDI 

甕 (6.6) 口緑端部内側とllM部に刻みHを施す 外Tfii縦ハケ後横ナデ 砂粒を含む 良 ～橙色
16区Jこ府

00ll4 外ーにぶい黄褐色

第29図33 口縁部Ir 内1面横ナデ 1 mm以下の 内一にぶい橙色
SDI 

図版12-33 斐 (7.0) 口緑端部 I::面は-'f坦 外面ナデ 砂粒を含む 良 外一灰黄褐色
16区t/1'1

00091 

-53 1 

SDI 
第29図34 口縁部破片 外面ナデ閥整 1 mm以下の 内外ーにぷい黄褐色

図版12-34 売 (5.7) 17縁祁外面に刻口を施す 砂粒を多く 良
1区上附

00027 含む

第29図35 n縁部片 内,mi糸滅顕名のためイ珊明 細砂粒を含 内一楼色
SDl 

甕 (6.6) 外面ナデ みu良 良 外ー赤褐色
5区No.7下層

00033 一祁黒色

SDl 
第291叉136 11縁部片 内外面［令滅のため，淵整イ澗明 l rnm以下の 内一灰褐色

翌 (4.4) 口絃端部Jこl面に刻みHを施す 砂粒を少：1t 良 外一褐灰～浅黄色
16区」--~

00115 含む

SDl 
第29屈37 口緑部小）ヤ 内面ナデ I mm以 Fの 内一灰黄褐色

7区下培
~,,.._, , (3.6) 端部外l面に刻みnを施す 外面に斜位のハケ1-J 白色砂粒を 良 外ーにぶい黄褐色

00134 含む

SD! 
第29図38 口緑剖IIヤ 内面縦位の板ナデ 2 mm以 Fの 内一灰黄褐色

161X日け
図版12-38 売 (4.l) 口縁端部内面に深い刻みHを施す 外lfTl横ナデ 砂粒を多く 良 外ー暗赤褐色

00094 含む

SDl 
第29図39 11緑部片 内外1fii~~iを不明 2 mm以Fの 内外ーにぶい黄褐色

161べ1・.K1
璃...., (7.2) 口縁端部外rfiiに刻みIJ 砂粒を多く 良

00092 含む

SDI 
第29[il40 11縁部片 内I面不明 3 mm以下の 内ー浅黄桁色

甕 (12.8) 胴部で屈1111し、 11縁部は短く 外而ナデ i'I色砂粒を 良 外一浅黄色
JO[メ:w1-.

00045 強く外反する 含む



法歴の（ ）内数値は復元値 ・残存高 (cm)

悩版番号 「l 径

迎構番サ 写真番号 器種 器 高 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎土 焼成 色 謀 備考

原図番号 底 径

SDl 
節29図41 n縁部片 内I叩殺滅のため曲整不明 2 mm以下の 内ーにぷい黄橙色

14区上府
甕 (8.5) U緑端部外側に刻みHを施す 外面斜方向のハケ 白色砂粒を 良 外ーにぶい褐色

00181 口縁部は強く外反する 含む

SDl 
第29図42 (23.3) 口縁部～朋部片 口縁部 ・1洞部刻み目祁内rfli指押え 1 mm以 Fの 内ーにぶい黄橙色

14IX: 埋土
図版12-42 甕 (14.7) 口縁部外面と胴部に刻みH突幣付設 外面縦ハケ後横位板ナデ 砂粒を多く 良好 外ー明赤褐色

00072 含む

SDI 
第29図43 (22.0) 口緑部～朋部破片 外面ハケ後ナデ 徴砂粒を 内ーにぶい黄褐色

1区下附
図版12-43 甕 (16.7) 口緑端部外面に刻口を施す LI縁内面横ハケ 含み精良 良好 外一灰褐色

00028 内面ナデ

ー541 

SDI 
第29図44 「I縁部小片 内面横ナデ 3 mm以下の 内一浅黄色

13区上k~
図版12-44 翌 (4.6) n緑端部外側に刻みHを施す 外面序滅のため調整不りj 白色砂粒を 良 外一灰黄色

00176 口縁部は強く外反し如意状を成す 含む

SDI 
策29図45 口縁部小片 内面横ハケ、丹塗りの痕あり 2 mm以下の 内一黄灰色

4区下附
斐 (3.5) 口縁端部外側に刻みnを施す 外面横ナデ 白色砂粒を 良 外ー灰黄色

00170 n緑端部上而は平坦面をなす 含む

SDI 
第29固46 口縁部小片 内面横位のナデ 2mm以下の 内一灰黄色

2区下肘
甕 (3.9) 口緑端祁外側に亥ljみ日を施す 外面板ナデ？ 白色砂粒を 良 外一灰褐色

00166 口縁端部緩やかに外反する 含む

SDl 
第29図47 口緑部小片 内面摩滅により漑整不明 2111111以下の 内一にぷい黄橙色

翌 (4.4) LI縁部はやや強く外反する 外面斜方向のハケ 白色砂粒を 良 外ーにぷい橙色
12区日け

00189 多く含む

SDl 
第29阪148 口縁部小片 内外面庶滅により調救不明 3mm以ドの 内外一橙色

13区上附
甕 (5.7) LI縁端部は緩く外反する 白色砂粒を 良

00190 多く含む

SDl 
第29図49 口縁部小片 内外面庶滅のため湖幣不明

8区 Fh'J
~ (5.3) 口緑端部外面に刻み ~I を施す

00138 口緑部は強く外反する

S01 
第29図50 口縁部片 内面縦方柏1の板ナデ （ハケ？） 3 mm以下の 内一浅黄色

2 Ii. ド附
甕 (7.0) 口縁端部外面に刻みIIを施す 外而横位の横ナデ （板状工具か） 砂粒を含む 良 外ーにぶい黄橙色

00162 I I縁は外反し、端部は-r-坦におさめる



法址の（ ）内数値は復元値 ・残存高 (cm)

図版番号 u 径
遺構番号 写真番号 器種 器 森 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 t: 焼成 色 湖 備考

原図番号 底 径

SDI 
第30図51 底部片 内外面磨滅のため調整イくり］ 3 mm以下の 内一黄楼色

甕 (4.0) 底部中央に穿孔あり 砂粒を多く 良 外一橙色
9区f!M

00131 (9.2) 含む

第30図52 底部片 内面歴滅のため調整不明 3 mm以Fの 内一貨橙色
SDI 

壺 (2.9) 底部断面台形状を昼す 外面研駒？ 白色砂粒を 良 外ーにぷい黄橙色
13区_r_層

00206 (8.2) 含む

SDI 
第30図53 底部片 内面ナデ 3 mm以下の 内一黄J火色

甕 (3.1) 外側に内而しながら立ちあがる 外面横位のハケ 白色砂粒を 良 外一煤褐～朽色
2区下削

00164 (7.6) 含む

ー551 

SDI 
第30図54 底部 内外面鴻整不明 l mm以 Fの 内外ーにぷい黄橙色

14125.J:./M 
鉢 (3.3) 底部断面台形状をなす 砂粒を多く 良

00068 5.0 含む

第30図55 底部～頚部片 内外面咲滅顕名iのためイ澗H月 1 ~ 2 mm大 内外ーにぶい黄褐色
SDl 

ril版13 舟-"- (8.0) 平底、胴部 ・頭部の楼は明瞭で、段 の砂粒を多 良
7f: え下層

00036 5.8 を布す く含む

第30図56 底部片 底部内面指押え 2 mm以下の 内一浅黄～黄J火色
SDl 

甕 (5.0) 底部外緑やや張り出し、外笥しなが 内外面庶滅のため講整不明 砂粒を多く 良 外ーにぶい橙色
17区上h

00117 (8.0) ら胸部へ至る 外而2次焼成のため赤変す？ 含む 底部外rfli-ff沿褐色

SDl 
第30図57 底部小片 内外面庶滅のため鴻整不明 4 mm以下の 内ーにぷい褐色

13li. 上k号
甕 (4.3) 底部立ちあがりは緩やかに外反する 白色砂粒を 良 外ー黒～褐色

00219 含む

SDl 
第30図58 底部 内而底部は指押え、他はイ苅明 2 mm以下の 内一灰黄色

峨ゃ (5.8) 底部断面やや台形状 外面縦位のハケ、後ナデ 砂粒を多く 良 外ー灰黄褐色
l2区lこ附

00053 7.6 含む

SDl 
第30図59 底部片 内l而摩滅のため湖整不明 8 mm以下の 内外一橙色

甕 (2.7) 外面庶滅のため調整イ渭＂月、 ・部ハケ 砂礫を多く 良
7[;{ド附

00132 (10.4) Ii ? 含む

SDI 
第30凶60 底部片 内i面板ナデ 2 mm以下の 内一J火I'!色

湿-,-, (4.1) 円盤状底部、断面台形状を閑す 外面縦ハケ、研磨 ri色砂粒を 良H- 外ー灰黄褐色
13li. 上附

00149 (8.2) 外面中央は接地而より 2mm中空 少砒含む



法址の（ ）内数値は復元値 ・残存高 (cm)

図版番号 11 径

迫構番号 写真番号 器種 器 高 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎土 焼成 色 調 備考

原図番号 底 径

SDl 
第30図61 底部片 内外面剥落吝しく，悶整不明 1 mm以下の 内一灰白色

16区lこ陪
壺 (I.8) 円盤貼付状で、外面底部中心は巾空 砂粒を含む 良 外ーにぶい黄橙色

00082 (7.8) となる

SDJ 
第301~162 底部片 内面指押え、 ［約滅のため調整不明 3 mm以下の 内ーにぶい黄橙色

11区上料
甕 (2.3) 円盤状底部 外而／裕滅のため調整イ渭明 白色砂粒を 良 外 ーにぷい橙色

00217 (8.2) 底部中央付近に穿孔あり 含む

SD1 
第30図63 底部～胴部片 内面1船滅のため潤整不明 4 mm以下の 内ーにぶい黄橙色

2区下肝
亮 (7.4) ,'[_ちあがりはほぼ直線に外傾する 外面指押え 砂粒を含む 良 外一橙色

00163 (10.0) 

ー56ー

SD! 
第30図64 底部片 内面摩滅のため潤整不明 2 mm以下の 内一浅黄橙色

3区下層
壺 (3.4) 底部断面台形状を呈す 外面研磨 白色砂粒を 良 外一橙色

00167 (13.2) 含む

SDl 
第30図65 底部片 内面麿滅のため謁榛不明 4 mm以下の 内一浅黄色

13区上h
・,;:,: .. (3.0) 円盤状底部 外面序滅のため調整不明 砂粒を含む 良 外一橙色

00178 (10.2) 

SDJ 
第30固66 底部片 内外面とも麻滅のため調整不明 2 mm以下の 内外一橙色

11区上粕
底部 (2.2) 白色砂粒を 良

00198 (8.6) 含む

SDl 
第30図67 底部~IJlil部片 底部l村［面指押え 1 mm以 Fの 内ーにぶい黄橙色

18区J:.~
甕 (5.5) 底部断rtriやや台形状をなす 内外面床滅のため調整イ浦明 砂粒を多く 良 外一橙色

00107 7.5 含む

SDI 
第30位168 底部~R'1部片 内外面剥落抒しく湯柊イ＜明 3 mm以下の 内ーにぷい黄褐色

17区」サ杓
甕 (6.6) 底部から胴部は緩やかに外滸し 砂粒を多く 良 外一明赤褐色

00095 (9.0) 阻部はややl村笥ぎみに立ちあがる 含む

SDl 
第30図69 底部片 内面摩滅のため，凋整不明 2 mm以下の 内一橙色

14[5<: 埋—Iこ
壺？ (2.5) 円盤状底部 外l面研暦？ 白色砂粒を 良 外ー）天褐色

00207 (10.2) 少批含む

SDI 
第30脳70 底部片 内面指押え、序滅のため瀾整不明 3 mm以下の 内一明黄褐色

12区上k~
底部 (2.6) 円盤状底部 外面指押え、席滅のため調整イ漕明 白色砂粒を 良 外ー黄橙色

00210 (8.0) 含む



法拙の（ ）内数値は復元値 ・残存高 (cm)

固版番号 17 径

迎構番号 写真番号 器種 器 ず1,->J 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎十＿ 焼成 色 逍 備考
原ff(I番号 底 径

SD1 
第30図71 底部片 内面指押え、麿滅のため湖整不明 3 mm以ドの 内一にぷい黄橙色

12区上培
:,;..s. : (2.3) 円盤状底部 外面研磨？ 白色砂粒を 良 外ー／天褐色

00213 (9.1) 多く含む

SDl 
第30図72 底部片 内面溝整不明 白色細粒を 内一灰白色

16区上J,,'1 壺 0.8) 断面台形状を呈する 外面ナデ 含む梢製胎 良 外一橙色
00083 (7.1) 上

SDI 
第30図73 底部片 内面指押え 4 mm以下の 内一灰黄色

13区」：陪
磁ゃ (5.7) Pl盤貼付け 外I葡斜位ハケ 白色砂粒を 良 外一橙色

00144 (10.0) 含む

ー57ー

SDI 
第30図74 底部片 内外而摩滅のため鴻整不明 2 mm以下の 内一褐灰色

潟査区南端
斐 (4.9) 円盤状底部 白色砂粒を 良 外一期赤褐色

00237 (9.6) 含む

SD」
第30図75 底部片 内面板ナテ‘ 2 mm以下の 内一浅黄色

13区上討
甕 (3.2) 外面縦ハケ 白色砂粒を 良 外ー黄灰色

00143 (9.2) 含む

SDl 
第30図76 底部 外面 F部指押え 2 mm以下の 内一褐灰色

13区いけ
. .,._, .i~ (4.8) 外面赤変、 二次焼成を受ける？ その他、剥落のため潟整イ渭j 砂粒を多く 不良 外ーにぶい赤褐色

00061 6.l 含む

SDl 
第30固77 底部 内I面板ナデ 5 mm以ドの

やや
内一黄橙色

13区t層
•-四-- (3.7) 円盤状底部 外面底部との接合部指押え、研庖 白色砂粒を

イサ良
外一灰黄～黒

00145 10.7 やや台形状を且す 体部に黒斑あり 含む

SDl 
第30図78 底部）ヤ 内面摩滅のため鴻整不明 2 mm以下の 内一明赤褐色

12区上料
壺 (3.2) 底部断面やや台形状を惜す 外面研磨 砂粒を含む 良 外一灰褐色

00204 (7.0) 

SDI 
第30屈79 底部片 内外面摩滅のため講整不明 2 mm以下の 内ーにぷい橙色

ペルトC上~'1
翌 (7.4) 底部中央に穿孔あり 白色砂粒を 良 外ー浅黄橙色

00235 (9.0) 多く含む

SDJ 
第31図80 底祁小片 内外面摩滅 ・ ~J洛のため調整不明 3 mm以ドの

やや
内一灰黄褐色

12区上肘
底部 (3.7) -. 次焼成のため赤変？ r'I色砂粒を

,f~ 良
外ー赤色

00216 含む



法i,tの （ ）内数値は復,t値・残イf翡 (cm)

I ,;/(11版番り-I I.J t予
,II，J • .'TJ.!'t番サ器釉 器 硲 形 態 l¥' 徴 r 法 特 徴

胎'f;良 外ー;..り）黄褐 . i紺考

原l叫番サ 底 it 

第3llXl81 底部小!¥ l)..J外l而とも摩滅のため，関整和JfJ 3 mm以ドの 色 ' 

131メt附
底部 (3.3) !'J色砂粒を 色

I 
00192 I 含む

□58 部第311 I底祁小/', 内外面1和滅のため具祁ィくりl 1 mm以fQ)I I内一淡貨色SDI I 001 (261 llli. 上肘
残{{-部中央は。接地1(11より 2mm中空 (1色砂粒を 良 外ーしし橙色

微凪含む

I 第311';(183 ご底綿小'1・・ 
内外面とも1釦滅のため苫整不明 2mm以和切の 1 I内ー.'.11-明黄褐色

SDI 
底部 !3.2l I• ＇ 央付近は接地,rn より 2~•1芍 ~ n,_色砂以粒を 良 外一朽色141メ．上肝

00191 

むドのI I内一にぶい貨褐色-. --------
SDI 

筍3ll叫84 内外面1知滅のため凸整イ；明

I 12(,(1: 層 I 底部 (6.6) 白色砂粒を ，良 外ー浅貨～朽色

I 00211 I含む器
lsDJ 

第311叉issI 底部小)¥・ 内外1fllJ約滅のため，淵屯kィ~,リl 1呻以ドの 1 仏J-/反l勺色
I 

(2.7) 外面指押え 白色砂粒を 良 外ー貨橙色

微尿含む

底部)¥・ 内面ナデ
戸悶砂呵を 1 内一II諒黄色(2.7) 外頂i指押え、 lffき 良外 .'.I.¥色

(6.8) 

I第311叫87 底祁 内面ナデ lm以下の ＇内一褐灰色I SDI 売 (2.8) 底邪中央外1面は、 3 mm.fr浮く 外面縦ハケ 砂粒を多く I良 l外一賠／夭黄色
161~t. 附

畑 (11.5) 含む

筍3ll'XJ88 I 底部片 内面ナデ？ 2 mm以i,・q) 内ーにぶい貨柑色
SDI ＇ 

ooos6 I 小壺
(2.5) 底部中央外面は、 2mm程浮く 外面ハケ後JHt研If~ 砂粒を多く 良 外ー赤褐色

61メ:L・.Jl'l 
(6.6) 

含loむ以ドの 1 ,~ ー褐灰色第31(:;(]89I 
SDJ 

底部-~部片 内外inil船減拙苫のためイ澗IJJ]

81,(f附
鉢 (-1.8) 平底、底部内外lfli指押え 砂粒を多く 且 外ー赤橙色

00038 (7.2) 含む

SDI 
第311以190 底部小J', 内面,w滅のため湖整不Iリl

3皿以ドの「良］ 面外ー楼色

81,(fl>j 
壺？ (l.9) 底部中央付近は接地1(1jより 2mm中空 外面i研9朽？ 砂粒を含む 黒色

00135 (10.8, 



法箭の（ ）内数値は復元値・残存高 (cm)

I 図版番り n 径
辿構番 号 写真番号 器種 器 翡 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 澁l 備考

原rx1番り一 底 径

SDJ 
第31柊191 底部片 内lfri摩滅のため凋整不明 2 mm以下の 内一褐色

13区上料
底部 (2.1) 底部q,央付近は接地面より 2mm中空 外面ナデ 白色砂粒を 良 外一褐～橙色

00205 (9.3) 含む

SD! 
第3Jl叱192 底部｝ヤ 内面ナデ 2 mm以下の

やや
内一煤色

12区」:11'-l
央 (2.6) 外面l咲滅のため講悠イ澗1 (l色砂粒を

不良
外一橙色

00200 (7.2) 多く含む

SDI 
第311Xl93 底部片 内面指押え、 1令滅のため.J,~整不明 5 mm以下の

やや
内ー浅黄橙色

12区」こ陪
底部 (2.6) 底部中央外面は接地而より 2mmif1空 外l面序滅のため調整イ＜明 白色砂粒を

不良
外ーにぶい黄橙色

00147 (7.4) 多く含む

ー59ー

SDI 
第31凶94 底部片 内rfI1板ナデ、底部内面指押え 2 mm以ドの

やや
内外ー暗l火黄色

12区上析
'.>I;,, ( (5.7) 外面ハケH残{i: 白色砂粒を

不良
00142 (9.4) 含む

SDI 
第31図95 底祁~IIM部片 内面序滅・剥l落のため閲整不明 2 mm以下の 内ー浅黄控色

12区r.Wl
斐 (5.5) 外面ハケ・ナデ 砂粒を多く 良 外一浅黄橙～橙色

00199 (7.9) 含む

SD! 
第31段196 底部片 内面限滅のため鴻格不明 2 mm以下の 内一黄褐色

12区I:.陪
底部 (2.5) 外面板ナテ， 白色砂粒を 良 外一橙色

00212 (8.0) 含む

SDI 
第31柊197 底部片 内面指押え、 I',!'.滅のためイ.;iリl 1 mm以卜の 内一灰白色

11区上h'1
底部 (2.3) 底部中央は接地面より Imm中空 外面指押え、朕滅のため心j)-J 白色砂粒を 良 外ーにぷい黄橙色

00155 (8.5) 微埜含む

SDl 
第31屈98 底部 内面指押え 2 mm以下の

やや
内一淡黄色

14区埋上
央 (3.4) 底部中央外面は接地面より 2mm中空 外l面序滅のため調柩不明 白色砂粒を

不良
外一柁色

00146 (5.8) 底部～胴部lt3.'!~ 斑 含む

SDl 
第3]図99 底部片 内而指押え後、横ナデ 2 mm以Fの 内ー浅黄色

16区 J-.1杓
斐 (3.5) 断面やや台形をr;iす 外I紺縦ハケ 砂粒を多く 良 外ーにぶい黄橙色

00081 (7.8) 一部県斑あり 含む

SDI 
第31柊1100 底部小片 内1/ii指押え 3 mm以下の 内一褐色

111え上附
壺？ (2.2) 円盤状底部、 jl"-j盤貼付け 外面指押え、 •部月泳り残イf 白色砂粒を 良 外ー浅黄色

00159 残存祁中央は、接地面より 2mm中空 少址含む



法砧の（ ）内数伯は復元値 ・残存品 (cm)

図版番り・ LI 径

辿構番号 1f兵番号 器種 器 ,•;;j 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 品l 備考

原図番り・ 底 径

SDI 
第31~1101 底祁小片 内頂iiHき 2 mm以 Fの 内ーにぶい橙色

壺 (2.8) 円盤状底部 外面磨き？ 白色砂粒を 良 外ー黒～浅黄色
l区1-./M北側

00218 底部中央付近は2mrn中空 含む

SDl 
第31図102 底部～隕部片 服祁内面ハケ、底部内面指押え 3 mm以ドの 内外一明褐色

南側哩土
峨ノ只』 (4.4) 外頂i縦ハケ 砂礫を少は 良好

00074 9.0 含む

SDl 
第31図103

壺
底部片 内lfliナデ？ l mm以下の

やや
内一黒褐色

15区」サけ （鉢）
(2.2) 外I面調整不明 砂粒を含む

不良
外ーにぶい黄橙色

00079 (6.4) 

ー60ー

SDl 
第311'~1104 底部片 内面縦位の板ナデ 2 mm以下の 内一灰白色

底部 (6.9) 残存祁中央は接地面より 2mm中空 外面縦ハケ、 一部丹旅り研府の痕跡 Fl色砂粒を 良好 外一灰貨色
13区ヒ培

00151 (8.2) を残す 含む

SDl 
第3llajJ05 底部 内面底部指押え 1 mm以Fの 内外灰黄色

史 (4.3) 外l紺縦位のハケ、後横ナデ 砂粒を含む 1~ 良
121i上~'4

00054 92 

SDl 
第31IX!l06 底部~II柘部片 内ilfiナデ 2 mm以下の 内ーにぶい黄橙色

売 (9.9) 外面縦位のハケ 砂粒を含む 良 外— i炎黄色
14区t.附

00209 (7.2) 

第311,(1107 底部片 内面板ナデ？ 4 mm以ドの 内外一明赤褐色
SD1 

翌 (3.4) 外lfli縦位ハケ 白色砂粒を 良
12区」ご附

00201 (8.4) 含む

第31図108 底部片 底部内面指押え 2 mm以ドの 内ーにぷい黄色
SDJ 

翌 (6.6) 底部から胴部への立ちあがりは緩や 内外rfri府滅顕抒のため濁整不明 砂粒を多く 良 外一明赤褐色
11区K彬

00046 I 6.4 かに外反する。 含む 内面ii氏一黒褐色

第31図109 底部片 内外面ともに9梵滅のため謁整不明 2 mm以 Fの 内一灰白色
SDI 

底部 (2.6) 底部中央付近は、接地面より 2mm前 砂粒を多く 良 外ー浅黄橙色
5区ドK汁

00124 後中空 含む

第311又IJIO 底部小片 内外面I~滅のため湖整不1リl 2 mm以下の 内一赤色
SDI 

底部 (4.1) 

I 
白色砂粒を 良 外一橙色

12区ヒ彬
00211 少屈含む

＇ 



法址の（ ）内数1直は復元値 ・残存邸 (cm)

図版番号 I ri 径

追構番号 芍．真番り・ 器種 器 ,i'.:.i 形 熊C・ 特 徴 手 法 特 徴 胎 t-. 焼成 色 調 伽考
原図番サ 底 径

SDl 
第31図lllI lif. 部）ヤ 内l面摩滅 ・ ~j落のため溝粒不明 2 mm以ドの 内一橙色

5区上倍
底部 (2.2) 外l面liJfJ仔？ 砂粒を含む 良 外ーにぶい橙色

00122 (6.6) 

SDl 第32t又1112 17緑～屑部片 内面、 17絃部横屯き 2 mm以Fの 内一橙色

5 !iNo. 9 n'i 図版13 壺 (10.7) ゆるやかに外沼しながら17緑部に至り 外l面横射き 砂粒を含む 良好 外ーにぷい黄褐色

6 IX:No 6下陪 00075 18.4 n縁部は強く外反する 胴部～口緑部にかけ黒斑あり
I 

内一にぷい黄橙色
SDl 

第321叉lll3 口緑部～胴部ド,,~ 眉部(AJJ(1j指押え、他講整不明 0.5mm以 Fの

131?£r.~ 北側
壺 17.3 服部と頚部の培は明瞭 外而は横位の研府が大勢を占める 砂粒を多く 良 外ーにぶい黄褐色

00070 (27.4) LJ縁部は強く外反する 含む

ー61ー

SDJ 
第32図114 17緑祁 内面調整イ,ll)J 2 mm以下の 内外ー！リl赤褐色

12区F培
戒 7.9 LI緑部はいびつに歪む 外頂m液研／紆、月派りは、 ・音II浪1j沿 砂粒を多く 良

00056 (5.4) する 含む

SDI 
第32l'XJ115 「I緑部）ヤ 内外I籠鴻整イ遺り 2 mm以ドの 内ーにぶい橙色

161£. 上~'1
鉢？ (5.2) l―I縁部は外J又し、端部外側に平坦面 砂粒を多く 良 外一橙色

00090 を.{jす。 含む

S01 
節32図116 「l緑部小）ヤ 内外l面庶滅のため澁整イく1りJ I mm以 Fの 内外ーにぷい橙色

11区 1:1晋北側
・,:':( (2.8) 11絃端部はやや強く外反する 白色砂粒を 良

00187 微拭含む

SDI 
第32図117 n緑部）ヤ 内外而と もにllJ落が顕著、丹途り残 2 mm以Fの 内外ー赤褐色～

7 Ii卜:,1;,1
壺 (72) U緑部は内領して立ちあがり沿祁下 ＃外面は射痕も残る (1色砂粒を 且 にぷい黄橙色

00137 端でゆるやかに外反する 含む

SDI 
第32図118 口縁部片 内外面横位の料き J ~ 2mm大 内外ー黒褐色

51ヌNo.9下肘
令.,鼠； (26) の砂粒を多 良

00034 く含む

SDI 
第32図119 n縁部~Jj胆部）ヤ 外面月塗り残存 1 mm以下の 内外一楼色

14区上!¥".1
、-'ii (11.5) 内外面,iltj 浴~f しく濁整イ,f!IJ 砂粒を多く 良

00067 含む

SDl 
第321文1120 lf-1部小}¥- 内Jfli府滅のため湖整不明 2 mm以ドの JJ..J-1火貨色

IJ区I:層
壺 (2.8) 沈線で山形文を施す 外面磨き 白色砂粒を 良 外一灰黄褐色

00173 含む



法址の（ ）内数値は復元値 ・残存邸 (cm)

I図版番号 11 径

迫構番 り- 写真番け 器種 器 邸 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 上 焼成 色 湖 備考

原似1番号 底 径

SD! 
第32固121 IJ月部破片 内面 I:部指押え 2 mm以 Fの 内一灰褐色

12区下肘
壺 (7.ll 内愕する服部で、最大径をIJM 部上,,~ 外面丹塗研磨 砂粒を多く 良 外ー赤褐色

00057 に有すと考えられる。 含む

SDl 
第32梱122 Jl月部片 内面調整不明 白色細粒を 内外ー黒色

12区下褐
図版13 壺 (4.5) 外面横位府き、縦方(iりに軸を持つ山 含む梢製胎 良好 彩文t器
00077 形文に赤彩を施す 上

SDl 
第32屈123 桐部小片 内面調整1浦J 1 mm以 Fの 内外一橙色

10区い杓
壺 (3.6) 外而丹橙研磨、沈線による山形文イiり 砂粒を多く 良

00071 含む

ー621 

SD! 
第32図124 洞部片 内面庶滅・剥j沿のため，湖柩不明 2 mm以下の 内一淡黄色

ll!X上附
壺 (5.1) lrl部と頭部の税に沈線を 1条施す 外面月塗り、横方向のハケ 白色砂粒を 良 外一明赤橙色

00186 微伐含む

SD! 
第32困125 洞部片 内面庶滅・剥落のため調整不明 3 mm以下の 内一黄灰色

13区上肘
3ー,、t~ (5.4) 胴部と頸部の培に段をイiす 外面横位の/~き l~I色砂粒を 良 外一橙色

00191 含む

SDl 
第32悩126 (22.5) u縁片 丹液り一部残存 3 mm以 Fの 内外ー浅黄色

101え地上
(3.5) 鋤先LI緑壺・翌 内外面摩滅顕若のため潤幣不明 砂粒を含む 良

00043 n緑上部平坦面に円形浮文有り

SDI 
第33閃127 底部～胴部片 内頂I&滅のため瀾整不明 3-4 mm以 内外ー黒褐色

18区上陪
・,.;'-, (9.2) 底部は丸底ぎみの平底 外面研窮痕 崎も残存 Fの砂礫を 良 ～にぷい貨橙色

OOllO (5.7) 多く含む

SDI 
節33[苅128 底部～胴部片 内面ナデ 2 mm以下の 内一黄灰色

12区下附
壺 (5.2) 丸底に近い平底をなす 外面研序 砂粒を多く 良 外一灰褐色

00058 6.3 含む I 

SDI 
第33屈129 底部 内面摩滅・剥落のため調整イ澗明 3 mm以下の I内一黄灰色

4区F彬
, = -.::,: (1.4) 丸底ぎみの平底 外面横位の料き 砂粒を含む 良 外一橙色

00168 (72) 円盤充槙痕が確認される

SDl 
第33凶130 底部片 内面板ナデ 3 mm以下の 内一灰色

3区ド倍
壺 (2.2) 凡底ぎみの平底 外面摩滅のため溝整不明 砂粒を多く 良 外一橙色

00154 (6.0) 含む



法屈の（ ）内数値は復元値・残存高 (cm)

図版番号 口 径

遺構番号 写真番号 器種 器 麻 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 潤 備考

原図番号 底 径

SD1 
第33段1131 底部片 内面ナデ 2 mm以下の 内外一灰黄褐色

7区下倍
公,E_ (4.6) 丸底に近い平底をなす 外而研T#? 砂粒を含む 良

00127 (7.0) 底部中央は接地面より 2mm前後中空

SDl 
第33図132 底部 内面は床滅・甜l落のため凋整不明 細粒を含む 内一浅黄色

11区ヒ培
壺 (4.2) 丸底に近い平底をなす 外面丹塗研磨、丹途りは、 一部剥落 精製胎七 良 外ー赤色

00047 6.2 底部中央は中空となる する

SDJ 
第3300133 底部 内面横位の板ナデ 1 mm以下の 内一想褐色

15区油8上fl"?
壺 (2.8) 断面台形の底部 外面指押え、ナデ (1色細粒を 良 外ーにぶい黄橙色

00078 8.0 多く含む

ー631 

SDI 
第33段1134 底部片 内外面摩滅のため溝樅不明 3 rnrn以ドの 内ー暗灰色

17区上附
~,. .. :,_ ,, (5.0) 底部断面やや台形状をなす 砂粒を多く 不良 外ー赤橙色

00116 (12.7) 含む

SDI 
第33図135 底祁片 内面研府 5 mm以下の 内一黒色

13区］こ朽
壺 (3.9) 円盤状底部 外面縦位Iヽ ケ、研庖 白色砂粒を 良 外ー灰貨褐色

00152 (9.0) 多く含む

SDJ 
第33固136 底部），i． 内l葡ナテ4 1 mm以下の 内一黒色

南軋IJ埋土
壺 (1.6) 底部は、 P:J盤貼付け状をなし、底部 外面調整イ濁明 砂粒を含む 良 外ー黒色～灰色

00073 (7.4) 端店台風になる

SDl 
第33図137 底部 内面ナテ， l mm以下の 内一煤褐色

7区下附
壺 (2.6) 底部断而台形状をなす 外面剥落及び府滅のため調整不明 白色砂粒を 良 外ー楼色

00128 (8.65) 円盤貼付け、底部外面剥落 含む

SD! 
第33図138 底部片 内面研府 2mm以 Fの 内一黒～浅黄色

11区上栢
壺 (2.7) 円盤状底部、底部外緑，匂台状を里す 外面庖き？ 白色砂粒を 良 外ー黒色

00197 6.2 底部中央外面接地而より 4mm中空 含む

SDl 
第33固139 底部片 内而指押え l皿以下の 内一浅黄橙色

12区上附
舟,．． 0.9) Iり盤状底部、円盤貼付け 外面縦ハケ、研附 砂粒、赤色粒 良 外ー黄橙色

0016] (6.8) 底部中央外面は、接地1ft1より 2mm中空 を微飛含む

SDl 
第33反1140 底部小片 内面指押え、康滅のため澁］整不期 5 rnm以下の 内一灰色

13区上附
‘幽， (4.6) 円盤状底部 外面庶滅のため調整不明 (J色砂粒と炭 不良 外ー黄J火色

00221 化物を含む



法批の （ ）内数値は復元値 ・残存沿i(cm) 

柊I版番号 口 径

迅構番号 写真番号 器種 器 rJj 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 謀 備考

原f;ZI番り 底 径

SDl 
第33屈141 底部片 内面板ナデ 2 mm以下の 内一黒褐色

12区上附
・-,.:. ~ (3.1) 底部立ちあがりは緩やかに外反する 外面研磨 白色砂粒を 良 外ー赤橙色

00202 (9.4) 円盤貼付け 含む

SD! 
第33図142 底部 内面指押え 2 mm以下の 内一浅黄橙色

18区上培
壺 (2.4) 底部巾央は2mmほど巾空になる 外面 -ff-{)月裕り残存 砂粒を多く 良 外一橙色

00109 14.2 含む

SDl 
第33区1143 底部片 内外面摩滅 ・剥j浴のため調整不明 2 mm以下の 内外ーにぷい黄褐色

18区上~'1
壺 (1.7) 底部断面やや台形状をなす 砂粒を多く 良

00105 8.5 含む

-64ー

SDl 
第33屈144 底部完存 内外面l船滅顕若のため不明 I mm以下の 内一浅黄橙色

7区下肝
壺 (4.2) 砂粒を多く 良好 外一橙色

00035 (13.0) 含む

SDl 
第33図145 底部～阻部片 内面研磨 白色細粒を 内一黒色

壺 (4.9) 底部断面台形状をなす 外面横位料き 含む精製胎 良 外ーにぶい橙色

17区 lこ培
00102 (6.4) 上

SDI 
第33柊1146 底部片 底部内面指押え 2 mm以下の 内外ー黄褐色

IO区上~~
壺 (3.0) 台形状底部 内外面庶滅のため不明 砂粒を含む 良

00042 (12.0) 

SDl 
第33図147 底祁片 内lfiil贅滅のため~/j整不明 2 mm以 Fの 内一黄灰色

壺 (3.7) 円盤状底部、底部外縁は邸台状とな 外面研序？ 白色砂粒を 良好 外一橙色

13区上層
00153 (7.0) り中央は2mm巾空 多く含む

SDI 
第33図148 底部 内面ナデ 3 mm以ドの 内一思色

壺 (1.6) 円盤状底部 外面研府 白色砂粒を 良 外一褐灰色

11区ヒ培
00196 7.3 多く含む

第33図149 底部片 内面板ナデ 2 mm以下の 内一黒～灰褐色

SDl :,::,: 一 (2.4) 円盤状底祁 外面磨き 白色砂粒を 良 外ー黒～浅黄色

14区埋 K
00208 (7.6) 断面台形状をなす 残存部l/4に黒斑あり 少駄含む

SDl 
第33図150 底部 内外面摩滅のため謁整不明 1 mm以ドの 内一浅黄色

底部 (1.7) 細粒を含む 良 外ーにぷい橙色

7 区 f~
00126 6.8 精製胎七



法凪の（ ）内数値は復元値 ・残存翡 (cm)

屈版番号 LI 径

遺構番 n 弓・ 写兵番号 器種 器 謀 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 潤 備考
原図番号 底 径

SDI 
第33図151 底部 内雁閥整イ浦明 1 mm以下の 内一OJI褐灰色

12区 1:/M
壺 (7.2) 外面縦ハケ 砂粒を多く 良 外ー楼色

00055 13.9 含む

SDI 
第33図）52 底部片 内l面庶滅のため調整不明 白色細粒を 内外ー1火褐色

17区上附
小壺 (1.0) 底部断面台形状をなす 外面丹塗り料研 含む精製胎 良好

00118 4.4 ナ．

SDl 
第33図153 底部小片 内面研磨 3皿以下の 内一灰黄褐色

2区下彬
壺 (2.7) 円盤状底部 外面横位の磨き 白色砂粒を 良 外一貨橙色

00165 円盤貼付け 含む

-55 1 

SD! 
第33図154 底部小片 内而研1弁 3皿n以いの 内外ー黒色

13区上附
壺 (3.5) 円盤状底部 外面摩滅のため戯整イ渭明 白色砂粒を 不良

00220 多く含む

SDJ 
第33図155 底部片 内面庶滅のため濶整不明 3 mm以下の 内外ーにぶい楼色

7区 F彬
小壺 (3.5) 丸底に近い平底をなす 外面府き 砂粒を多く 良

00125 5.1 黒斑あり 含む

SDI 
第33図156 底部 内面指押え、摩滅のため滋整不明 2mm以ドの 内一灰白色

12厄上附 '—•ll! ' 
(2.3) 底部中央外面は接地面より 1mm中空 外面指押え、磨き 白色砂粒を 良M 外ー明貨褐色

00148 10.6 底部からの.,~ちあがりは緩やかに外反 多く含む

SDI 
節33図157 底祁片 内面ナデ？ 2 mm以下の 内一灰白色

13区上陪
平.,,,. (4.0) 円盤状底部 外面縦位ハケ後研窮 白色砂粒を 良 外ー浅黄橙色

00150 多く含む

SDI 
第34段1158 底部～胴部片 内面調整不lり］ 1 mm以下の 内一黄橙色

13区上>.'ii北側
壺 (8.5) 平底底部 外lffi府き、下端は横位のナデ 砂粒を含む 良 外ーにぷい褐色

00064 10.2 

SDl 
第34柊1159 底部-JJM部片 内面序滅顕者のため不明 I -2 mmk. 内一灰褐色

71え下陪
_'.名,,,: (6.6) 平底、 fl]盤貼付け？ 外面磨き の砂粒を多 良 外ーにぶい赤褐色

00037 (9.0) く含む

SDI 
第34図160 底部～胴部片 内面摩滅顕杵のため不明 l -5 mrn.k 内ーにぷい褐色

2区下陪
壺 (4.9) 底部～胴部黒斑 外面横方向のヘラ1#き の砂粒を多 良好 外ー楼色

00031 7.9 く含む



法屈の（ ）内数値は復元値 ・残存邸 (cm)

I 
図版番号 「l 径

辿構番 り→ 写良番号 器種 器 閥 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 T 焼成 色 調 備考

原j';(j番サ 底 径

SDI 
第34図161 底部 内面、指押え後研磨 2 mm以下の 内ーにぶい赤褐色

壺 (3.3) 円盤貼付け、底部中央外面は接地而 外面府き 白色砂粒を 良 外ー黒色
1区2厄tillペルト-rlM

00234 (6.1) から 2mm中空 多く含む

SDI 
第34図162 底部片 内面研窮 4 mm以 Fの 内ーにぶい黄橙色

8区下附
・~出" (1.9) 外面席滅のため潟整心91 砂粒を含む 良 外ーにぶい橙色

00136 (8.2) 残イf-部の]/3黙斑有り、丹渡り痕祢打り

第34ffi(ll63 底部～胴部片 底部内面指押え 2 mm以下の 内一黄橙色
SDI 

壺 (6.0) 底部断而やや台形状をなす 内外面咲滅のため曲幣不明 砂粒を多く 良好 外ー浅黄橙色
181えt/i'1

00104 8.4 含む

-66 1 

第34図164 底部~Jl~部Jj・ 内面指押え、横ナデ 4 mm以下の l内ーにぶい黄褐色
SDl 

ふ-·~f (7.1) 底部からの\/~ちあがりは希千外情し 外I葡/J,1整不明 砂粒を多く 良 外一橙色
17区上削

00100 12.4 ながら胸部に全る 内面に丹塗痕あり、底部外而黒斑付り 含む

第34図165 底部小片 内面指押え 2 mm以 Fの 内外一橙色
SDl 

壺 (3.3) 底部残存蚊内は、接地面より lmm中 外面横位の磨き 白色砂粒を 良
11区u司

00157 窄になる 含む

節35図166 口緑部-I洞部片 内外面府滅のため調整イ遭月 2 mm以下の 内ーにぷい黄橙色
SDl 

鉢 (7.8) 17縁祁ドの凸線より緩やかに外反し 白色砂粒を 良 外一灰黄褐色
14[えI:.培

00182 端部にいたる 含む

SDl 
第35図167 17緑部小9ヤ 内面横位磨き 4 mm以下の 内一灰黄褐色

鉢 (4.2) 屈部で強く屈1111し口縁端部は短く外 外lfil横位窮き 白色砂粒を 良 外ー黒色
4区f/r1

00169 反する 少砿含む

第35図168 U緑部片 内頂iは剥浴のため調整,f-:1炉l 2 mm以ドの 内ーにぶい貨橙色
SDl 

鉢 {4.8) fr fの屈rill部から外反しながら端部に 外面研窮？ 砂粒を多く 良 外ー楼色
11区上附北側

00048 いたる 含む

第35図169 口縁部小片 内外面府滅のため調整不明 2 mm以下の 内一明黄褐色
SDl 

鉢 (4.3) 服部でくの字に屈r!IJし11縁端祁は短 l'I色砂粒を 良 外ーにぶい黄褐色
11区1こ附

00188 く外反する 少屈含む

SD l 
第35圏170 口緑部）¥・ 内面濶整イ＜明 1 mm以下の 内外ーにぶい貨褐色

鉢 (3.9) J,1部から強く外消しn縁端部にギる 外面料き 砂粒を含む 良
5 区下~'1

00123 端部は）しく仕上げる 粘裳胎」：



法屈の（ ）内数値は復元値 ・残存裔 (cm)

図版番号 口 径

迫構番号 写真番号 器種 器 高 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎土 焼成 色 濶 備考

原段1番サ 底 径

SDI 
第35図171 (21.0) 口縁部～胴部Jt 内面指押え 2 mm以 Fの 内外ー浅黄橙色

鉢 (11.6) 口縁端部外側に直刻み口を施す 外面板ナデ 白色砂粒を 良好
潟企1え南端

00236 含む

SDJ 
笏35図172 16.1 約112残存 内面晶整イ漕明 2 mm以 Fの 内外ーにぷい橙色

17区上彬
鉢 10.4 朋部中央に段をイiし、段から1:に外 外面研庖痕残存 砂粒を多く 良

00099 6.8 i存しながら立ちあがり、 n縁に至る 底祁～服部段まで黒,llE,(-fり 含む

SDl 
第35図173 Id部小片 内I釘研府 l mm以下の 内一黒褐色

12区上~i
鉢 (5.9) 残存部くの字に屈1th 外面磨き l'l色砂粒を 良 外ーにぶい褐色

00174 含む

ー671 

SDI 
第35反1174 邸杯接合部 脚祁内l面指押え、杯部内面ナデ？ 1-2 mmの 杯内一黄褐色

邸杯 (3.1) 杯部底に焼；成後穿孔をする 外面横位のナデ 砂粒を多く 良 脚内一flll黄橙色
12区t附

00051 含む 外一橙色

SDI 
第35図175 底祁~11月祁片 内面摩滅ll.fi~:のため和リJ 1 mm以ドの 内一橙色

鉢 (10.5) 外miハケ後ナデ 砂粒を多く 良 外ーにぶい橙褐色
4区 卜附

00032 00.3) 含む ～灰褐色

SDl 
第35柊1176 17縁部片 内面指押え後、横ナデ 白色細粒を 内一橙色

17区上灼
甕 (4.8) II縁部は、やや外反する 外面横位の研磨 含む精製胎 良 外ー黒褐色～暗褐色

00096 LI緑端部外面に刻み目をほどこす 上
I 

SDI 
第35圏177 麻杯接合部 杯底部内面 ・脚部内部 1こ面指押え 2 mm以下の 内一灰褐色

邸杯 (4.3) 脚邪接合部に刻目突幣が巡る その他、剥浴のため調整ィ湘琲l 砂粒を多く 良 外一灰黄褐色
11区上陪北側

00050 含む

SD! 
第35['2!I 78 底部片 内面ナデ 2 mm以 Fの 内一淡黄色

18区上削
., , .. U, ,, (3.5) 底部断面台形状をなす 外面指押え 砂粒を含む 良 外ー黒色

00103 (6.6) 

SD1 
第35~179 底部 内l面底部指押え 1 mm以下の 内ーにぶい黄橙色

14区上削
甕 (4.6) 底部断面台形状をなす 外面縦ハケ 砂粒を含む 良 外ーオリープ黙色

00069 9.1 

SDI 
第35l図180 接合部径 (7.9) 杯部～脚部片 内外1面庶滅 ・剥落が著しく濁整不明 2 mm以下の 内一灰褐色

17区J-.l¥'li
高杯 (11.2) 接合部に断面ご角形の突帯を付設 砂粒を多く 良 外一柁色

00119 含む



法乱の（ ）内数値は復元値・残存高 (cm)

I図版番号 「l 径

沿構番 号 写真番号 器種 器 泊j 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 調 備考

原1¥'(I番号 底 径

SDl 
第3sri11s1 晶杯脚部～杯部片 杯部内面不明、脚祁l人1面縦位板ナデ 2 mm以下の 内外ー黒褐色

12[~L: 層
必杯 (6.9) 外面横位の研磨 砂粒を多く 良

00052 含む

SDI 
第35図182 底部片 内外面とも摩滅により説整イ＜明 3 mm以下の 内外ーにぶい橙

17区」：：h
峨.,._, (33) 底部断面台形状をなす 砂粒を多く 良

00121 含む

SDJ 
第35図183 底部片 内面ナデ l mm以ドの 内一暗灰黄色

10区埋t
売 (4.5) やや上げ底気味の底部をなす 外[(ii縦ハケ後下端は横位のハケ 砂粒を含む 良 外ー浅黄色

0004'1 6.3 

ー681 

SDI 
第35図184 底部～胴部片 内外面康滅のため潤整不明 1 mm以下の 内外ーにぷい橙色

18区上附
斐 (4.7) 底部断面台形状をなす 砂粒を多く 良

00106 (7.0) 含む

SDl 
第35図185 邸杯接合部 内面横位のハケ、接合部指押え 2 mm以下の 内一橙色

ll厄1:附北側
店杯 (3.0) 接合部に断面三角形の突滞を巡らす 外面横位のナデ 砂粒を含む 良 外ー黒褐色

00049 外面に黙斑あり

SDI 
第35図186 底部 内外面剥洛のため調整不lj/j 1 mm以 Fの 内ーにぷい貨褐色

16区ト-~
:,:一・~:,: (1.6) 断面台形 砂粒を多く 良 外一橙色

00085 6.6 含む

SDI 
笏35図187 底部片 内面指押え 2 mm以下の 内一黒色

底部 (3.0) 1可盤状底部 外面指押え 白色砂粒を 良 外ー赤褐色
11似上妍

00156 (10.6) 底部断面やや台形状を呈す 含む

SDI 
第35図188 底部片 内面l贅滅のため調整イ＜明 3 mm以下の 内一）天黄褐色

13区上附
底部 (3.1) 底部断面やや台形状を望す 外面縦位のハケ後ナデ？ 白色砂粒を 良 外一橙色

00193 (6.4) 含む

SDI 
第35図189 底部片 JJ..J面脱滅のため濶整,t,rリ1 2.5mm以下の 内一橙色

底部 (2.9) 底部立ちあがりは緩やかに外反する 外面指押え 白色砂粒を 良好 外ー黄杓色
l3lえr-.附

00222 (5.0) 底部中央外lliiは4皿ほどI:底となる 含む

SDI 
第35図190 底部小片 内面席滅のため澁整不明 l mm以ドの 内外一橙色

I J区_(-_削
底部 (2.0) 円盤状底部 外而指押え n色砂粒を 良

00160 少拭含む



法祉の( ) IAJ数値は復元値 ・残存翡 (cm)

l叉1版番サ u 径
過構番サ 写真番サ 器柿 器 閥 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 ,-. 焼成 色 沿l 備考

原図番号 底 径

SDJ 
第35図191 底部 内面指押え 3 mm以下の 内一浅黄色

底部 (2.5) 底部中央外面は2mmほど上底となる 外面板ナデ 白色砂粒を 良 外一橙色
13区上荊

00223 (6.3) 多く含む

第35図192 底部片 内外面度滅のため調整不明 2 mm以ドの やや 内外一橙色
SDl 

底部 (3.2) 底部断面台形状を用す 白色砂粒を 不良
2区下肘

00141 (9.4) 底部は1-.底ぎみ 含む

SDI 
第35図193 底祁 内而濶整4哨 1 mm以 Fの 内一不明

5区No.9下層
底部 (3.6) 平坦面をなす 外面ナデ 砂粒を多く 良 外ーにぷい黄褐色

00076 6.6 含む

ー

6
9ー



法屈の（ ）内数値は復元値 ・残存甜 (cm)

図版番i::- IJ 径

迫構番号 写真番号 器種 器 ,IP'r 』 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎上 焼成 色 濁 備考

原図番号 底 径

SD2 
第36柊11 n縁部~I肘部片 内面斜位のハケ、 LI緑は横位のハケ 3 mm以下の 内一貨褐～黒色

2区下府
図版13 売 (15.0) Jl月部 ・J_J縁端部 l頂i・外而に亥I]みH 外1/ii横位のハケ、口緑付近は縦位の 白色砂粒を 良 外一灰黄褐色
00242 を施す。口緑部は短く外反する ハケ 多く含む

SD2 
第36図2 26.6 口縁部～朋部,~、口緑部は、短く緩 内而ナデ 3 mm以ドの 内一黒～褐灰色

4区洒半中彬
図版13 兜 (18.3) やかに外傾し端部外面に刻みU、隕 外面横位のハケ、後板ナデ 白色砂粒を 良 外ー黒～浅黄色

00258 部に刻み目突幣を施す 多く含む

SD2 
第36図3 (22.0) 口縁部~n月部1「 内面斜位のハケ、口縁部はナデ 3 mm以下の 内一県～浅黄色

,,, 附 .n~ 図版13 売 (19.9) n緑部は短くやや強く外反し、端部 外面斜位のハケ、口緑部付近縦ハケ後 白色砂粒を 良 外ー黒～暗褐色
00266 外面に刻みHを施す 横位のナデ 含む 外而lヽ・半は、 柁色

ー701 

SD2 
第36図4 (24.0) 口緑部～朋部片 内面横～斜位のハケU 2 mm以 Fの 内ーにぶい黄褐色

2区下層
図版13 翌 05.0) 口緑部は短く強く外反し、端部外rfii 外面縦～斜位のハケ、後ナデ 白色砂粒を 良 外一煤褐色

00265 に刻み日を施す 多く含む

SD2 
第36図5 (21.2) n縁部-»~部片 内面指押え、斜位のハケ 1 mm以 Fの 内ーにぶい黄橙色

1区下J¥'1Nol5
図版13 先 (15.0) 口縁部は短くやや強く外反し、端部 外面斜位のややHの利1いハケ後、 内色砂粒を 良 外一賠褐色

00023 外面に刻み目を施す 一部細かいHのハケ潤整を施す 含む

SD2 
第36図6 28.3 完形斐、口縁端部外面に虹刻み1」を 1人」外l面脱滅のため調整不IJJ1 5 mm以下の 内一灰褐色

5 区西 '1'·_l:.~,j
図版13 売 33.8 施す。口緑部は短く強く外反する 砂粒を多く 良好 外ー,',I;¥-橙色

00018 8.1 黒斑 2箇所 含む

第36lil7 20.0 口緑部・ 11~1部 ・ 底部の一祁を欠損 内面指押え、指ナデ 4 mm以下の 内一患～橙色
SD2 

図版13 虫ゃ 21.0 口縁部は直(t:する 外1tii指押え、ナデ 内色砂粒を 良 外ー朽色
4区西半ドh'1

00026 11.1 底部円盤貼付け、穿孔あり 多く含む

SD2 
第36図8 底部～朋部）ヤ 内面横ナデ、底部付近指押え 3 mm以ドの 内一褐灰色

2 IX下附
翌 (l0.0) 底部中央に焼成後穿孔を施す 外面縦位のハケ 白色砂粒を 良好 外ーJ夭黄褐色

00244 (8.0) 多く含む

SDZ 
第37図 9 (33.2) 口縁部～胴部片 内面、口緑部横位のミガキ、他湖整 4 mm以ドの 内一朽色

4 区西半下~'1
図版13 4!u、9C (37.3) 口縁部下位に段を有す 不明 n色砂粒を 良好 外ー赤～橙色
00241 ~,-I部に緩い段をなす 外l面、丹喰り後横位のヘラミガキ 多く含む

SD2 第37段110 (51.9) LI縁部～胴部片 内面、「1緑横ミガキ、朋部横ハケ残N- 4 mm以ドの 内一橙色

3 j;,(西'j:.下料 壺 (44.1) 「l緑部は短く外反し、下位に段を有す 外面、ハケ後ミガキ 砂粒を含む 良好 外ー赤～浅黄色

4区西半中肘 00257 屈部に明瞭な段をイiす



法絨の（ ）内数値は復元値 ・残存砧 (cm)

「― 図版番号 LI 径

追構番号 写真番号 器種 器 邸 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 t-. 焼成 色 調 備考

原固番り 底 径

SD2 
第38圏11 府部片 内面序滅のため調整不明 2 mm以下の 内ーにぷい黄橙色

1区下妍地13
図版13

'.!::! _ _,,, 
(8.9) 肝部に 3条の沈線で山形文を施文する 外面丹塗り、横位の研庖 白色砂粒を 良好 外ー赤色

00253 頸部と肘部の培に段を打す 含む

SD2 
第38図12 01.5) LJ縁部｝｝ 内外tlii丹途り後ミガキ 2 mm以 Fの 内一赤～褐灰色

1区 Fh'!!
屯-,-i (5.8) 口縁部は、短く強く外反する 砂粒を多く 良 外ー赤～にぷい貨橙色

00255 含む

SD2 
第38柊113 79 壺17縁部 ・頸部舟杞欠損、黒斑あり 内面研磨 3 mm以ドの 内一橙色

712.{西半中h'1
図版13 壺 12.4 訂部に沈線で山形文を施す 外面横位のミガキ r'I色砂粒を 良 外―,'J¥~にぷい橙色
00024 5.9 円盤状底部、中央は Imm上底 含む

ー71-

SD2 
第38図1-1 口縁部小片 内而、 n縁部横位のミガキ、頭部ハケ 3 mm以下の 内一橙色

1区下附Nn7 
壺 (5.3) 口縁部は緩やかに外反する 外価朕滅のため潤整イ＜明 白色砂粒を 良 外ーにぶい貨橙色

00250 11縁部下端に段を有す 多く含む

SD2 
第38固15 底部～胴部片 内面箆磨き 1.5mm以ドの

やや
内外一橙色

2区杓け
壺 (52) 外lffi横位のミガキ 杓色砂粒を

イサ良
00267 (3.5) 含む

SD2 
第38図16 10.2 壺n緑部・胴部・部欠損、黒斑l 内面横位の研府 2 mm以下の 内ーにぷい貨橙色

3区束半J:.IN
図版13 壺 18.4 口縁部は短くやや強く外反する 外頂i横位～斜位のミガキ 白色砂粒を 良 外ー黒～浅黄色

00239 7.4 ),4部に若干段をイiす。円盤状底部 含む

SD2 
第38図17 8.9 壺胴部一部欠損、枷1部黒斑 1 内而口緑部はミガキ、』月部ナデ、指 3 mm以下の 内一淡黄色

3 Iヌ東半,-.層
図版13 壺 14.7 /rf部に 2条の沈線をめぐらす 押え 白色砂粒を 良 外ー浅黄～黒色

00238 7.1 円盤状底部、「l縁部は短く外反する 外而横位のミガキ 少絨含む

SD2 
第38悩18 7.6 完形小壺、朋部～底部.'.ij!lE1 内l面ナデ 4 mm以fの 内一浅貨橙色

ペルト11上附
図版14 7出" 10.6 い縁部は鋭く緩やかに外反する 外雁指押え、縦位のミガキ 「！色砂粒を 良 外ー黒～浅黄橙

00264 4.8 底部から外反し立ちあがり胴祁に至る 多く含む

SD2 
第38段119 底部~Jrf部片 内面庶滅のため謁粒不明 3 mm以 Fの 内一浅黄橙色

3区西半Hvt
悩版14 壺 (5.8) Iii部に 1条の沈線をめぐらす 外面ミカ＂キ 白色砂粒を 良好 外ー楼色

00271 4.6 円盤状底祁、中央は JIDIDほど L底 含む

SD2 
第38図20 底名11-ltJ部）¥- 内外面麿滅 ・桑1j落のため改幣不11).j 1.5mm以下の

やや
内一灰白色

13区 F附
図版14 壺 (7.0) 丸底ぎみな'[<底、桐部が強く張り出す 白色 ・赤色砂

不良
外一褐}:J<~灰白色

00272 15.8 を徴址含む



法址の（ ）内数値は復元値 ・残存高 (cm)

図版番け 11 径

迎構番号 写兵番号 器種 器 r閲 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎 Iご 焼成 色 戯 備考

原図番サ 底 径

SD2 
第38図21 12.1 壺「I緑一部欠祖、阻部黒斑 I 内面ナデ、指押え 4 mm以ドの 内一橙～黄褐色

図版14 ，ポ•ピ- 13.5 Ii:/部に段つき、口絃端部は短く外反 外頂i斜位の板ナデ後丹塗りミガキ 黒色砂粒を 良 外一橙～浅黄色
lfl下荊No.9 

00022 8.0 円盤状底部、底部断面台形状をなす 多く含む

SD2 
第38図22 lii部片 内外面横1立のミガキ 3 mm以下の

やや
内外ー11沿褐色

7区下附
壺 (3.7) 町祁はくの字に屈rtllする 白色砂粒を

イ＜良
00260 外面に沈線で山形文を施す 含む

SD2 
第38図23 訂部片 内面摩滅のため溝整不明 2 mm以下の 内一浅黄色

1区下Ki!Nul2
壺 (6.3) Ir/部に4条の沈線で山形文を施文する 外面丹途り、横位の研庖 白色砂粒を 良 外ー.".!~~橙色

00252 含む

ー72-

SD2 
第38図24 底部片 内面庶滅のため調整不明 3 mm以 Fの 内一橙色

壺 (5.1) 円盤状底部、円盤貼付け 外1fli縦位のハケ、丹途り後ミガキ 白色砂粒を 良 外ー明赤褐色

1 区 f~Nol3
00254 (12.8) 底部断而は台形状を足す 多く含む

SD2 
第38図25 底部～胴部片 内面横位のヘラミガキ 2 mm以下の 内一灰褐色

131え下附
図版14 ,.!u.. --,., (9.2) 底部円盤貼付け、中央はlmm上底 外面ミガキ 白色砂粒を 良 外ー赤橙～柁色

00280 (9.8) 底部からの立ちあがりはやや外反する 含む

SD2 
第38固26 底部~I洞部Jヤ 内面序滅のため濶整不明 4 mm以下の 内ー浅黄橙色

13区Yk!i
図版14 壺 (17.0) 円盤状底部 外而ミガキ 白色砂粒を 良 外一橙色

00263 (10.7) 含む

SD2 
第38図27 19.8 口縁部 ・胴部一部欠損 内外面麻滅のため潤整不明 3 mm以Fの 内外ー橙色

図版14 壺 37.8 r I緑部は、親く強く外反。訂綿に5段の 砂粒を含む 良
12区上陪

00261 10.3 布袖羽状文と横・縦方向の沈線を施す

SD2 
第39岡28 (41.4) 「I縁部-}洞部Jヤ 内面指押え 4 mm以下の 内一にぶい黄橙色

図版14 鉢 (19.3) n縁端部外面 ・ロ縁部ド端 ・胴部に 外而ハケ後ナテ’ 白色砂粒を 良 外ーにぶい黄褐色
2区下附

00247 刻みl=Iを施す 多く含む

SD2 
第39屈29 (20.0) 甕片、口縁端部外側に直刻みHを施 内外面康滅のため溝整不明 6 mm以下の 内ー浅黄楼～褐灰色

図版14 翌 16.5 す。n緑部は短く緩やかに外反する 白色砂粒を 良 外一橙～褐灰色

2区下附
00243 (7.0) 多く含む

SD2 第39図30 (33.1) 口緑部1-¥- 内面、横位のIヽ ケ後丹塗り、 ミガキ 2 mm以 Fの 内外ー赤橙色 Nu4, 6 

1 区下/\~No.4 図版14 鉢 (10.3) 胴部上半でくの字に屈曲し 外Ifii横～斜位のハケ後丹槍り、ミガキ 白色砂粒を 良好

1区下削No.6 00248 外反しながらl」縁部へいたる 少:lit含む



法址の（ ）内数値は復元値・残存閥 (cm)

図版番号 u 径
遺構番号 写真番号 器種 器 l,'.,'j 形 態 特 徴 手 法 特 徴 胎土 焼成 色 瀾 備考

原図番号 底 径

SD2 
第39図31 19.0 鉢、胴部蚊大径はほぽ中位となり、 内面摩滅のため潤整不明、指押え 3 mm以 Fの 内一橙色

ベルト 5 · 6 区 f~
図版14 鉢 13.7 u縁部は短く外反する 外面斜位のハケ後ミガキ 白色砂粒を 良 外ー黒～橙色

000)6 8.1 朋部下位～口縁部にかけ黒斑あり 多く含む

SD2 
第39図32 (16.0) 口縁部～底部片 内面月塗り後横位のミガキ 2 mm以下の 内外一灰褐色 丹塗りは風

6区下附
鉢 8.2 n縁部は短く外反する。底部円盤状、 外面丹途り後横位中心のミガキ 内色砂粒を 良好 化が顕著

00259 (6.4) 口縁部・底部沈線、朋部山形文を施す 含む

SD2 
第39図33 06.6) 鉢、口緑端部外側に刻みU突帯付設 内而指押え後横位のナデ 2 mm以下の 内一黒～黄褐色

6区下層
図版14 鉢 ] 1.3 円盤状底部、底部断面台形状をなす 外面ナデ 白色砂粒を 良 外一橙～黄褐色

00017 6.8 多く含む

ー73ー

$D2 
第40図34 (16.8) n縁部～杯部片、ほぽ全体煤斑 内外面ヘラミガキ 2 mm以下の 内外一橙～黒色

岱杯 (4.9) 口縁端部下位に屈曲部を有し、短く 白色砂粒を 良
1区下倍Noll

00251 強く外反する 微試含む

SD2 
第40固35 U縁部片 内外面丹塗り後横位のミガキ 5 mm以下の 内ー赤橙～浅黄色

1区下層Nn7 
商杯 (5.2) 口縁部は、下位で屈曲し、段から短 砂粒を多く 良 外ー赤橙~i炎黄色

00249 く外反する 含む

SD2 
第40屈36 接合部～脚部片 内而、脚部板ナデ、杯部ミガキ 2 mm以下の 内ー浅黄橙色

2区下彬
裔杯 (7.0) 接合部付近に断面三角形の突帯付設 外面、横位の板ナテ 白色砂粒を 良好 外一灰白色

00246 少批含む

SD2 
第40図37 杯祁～脚部片 内面、脚部指ナデ、杯部研磨 2mm以下の 内一WI黄褐～橙色

4区束半中附
圏版14 翡杯 (13.1) 脚部上位接合部に刻みH突術を付設 外面摩滅のため潤整不明 白色砂粒を 良好 外ー淡橙色

00240 杯部内面に開色物（スス）付芯 含む

SD2 
第40図38 接合部～脚部片 内面摩滅 ・剥落のため潤整不明 3 mm以 Fの 内一褐～浅黄橙色

3区西半下肘
高坪 (18.7) 接合部外面に突帯を付設、形態は 外面ミガキ 白色砂粒を 良 外一褐～橙色

00274 床滅 ・剥落のため不明瞭 含む



表3 東郷登リ立追跡土製品 ・石器観察表

俎構番 "7 ・ I~ 版番号 写真番サ 器種
径 孔径 Jf/, !:T( 

特 徴 胎 上 焼成 色 湖 原1,x,1番サ
(cm) (cm) (cm) (g) 

SDJ -18区 1こ彬 第411翌II 図版15 紡錘車 5.1 1.1 1.6 31.5 断面半円状、潤推不明
2 mm以ドの白色砂粒

イ＜良 浅黄色 00113 
を含む

SDl-16区上附 第41図 2 図版15 紡錘,1,: 5.3 1.1 l.l 34.8 ミガキ
2 mm以下の白色砂粒

良 浅貨色 00112 
を多く含む

SDI -13区上培 第41図3 図版15 紡錘1p: 4.8 1.0 0.9 21.3 ナデ
3 mm以下の白色砂粒 ,i, 良 赤色 00111 
を多く含む

SD2-8区西平 nり 第41図4 図版15 紡錘車 5.1 0.7 1.6 42.7 放射状沈線、ミガキ
3 mm以下の白色砂粒

良 赤～黒色 00277 
を多く含む

SD2-4 12{洒半」こ陪 第41~5 図版15 紡錘車 6.7 0.5 (2.0) 40.0 孔から同心円状に刺突文
3 mm以下の白色砂粒

良 浅黄色 00276 
を多く含む

SD2-13区」：削 第41図 6 図版15 紡錘車 6.4 1.5 3.8 140.5 ヘラミガキ、開斑あり
2 mm以Fの白色砂粒

良 浅黄楼色 00279 
を含む

SD2一下層 第41図7 図版15 紡錘車 4.0 l.J 2.5 42.2 •部ミガキ残る
2 mm以下の白色砂粒

良好 浅黄杓色 00275 
を含む

S02-6区上附 第41図8 図版15 紡錘車 4.5 0.9 1.3 25.2 丹漁り•部残fr:
2 mm以下の杓色砂粒

良 浅黄橙色 00285 
を多く含む

ー741 

SD2-12区上附 第41図9 図版15 紡錘車 5.4 0.9 1.6 50.6 月旅り音部残存
2 mm以下のl'I色砂粒

良 橙～灰白色 00282 
を含む

SD2-7区西'j'.f/f') 第41屈110 図版15 紡錘ii( 5.0 1.2 1.4 37.3 ナデ
1 mm以下の白色砂粒

良 灰黄褐色 00004 
を含む

SD2-7区西半上肘 第41図11 図版15 紡錘,f( 5.8 1.2 I.3 47.5 丹塗り一部残存
3 mm以下の白色砂粒

良好 橙色 00013 
を含む

SD2-4区束'f<.上府 第41段112 悩版15 紡錘車 4.2 0.9 1.5 25.7 丹塗り、ミガキ
3 mm以下の白色砂粒

良 橙色 00284 
を多く含む

s02-12区上肘 第41図13 図版15 紡錘車 4.0 0.75 0.8 14.6 ナデ
2 mm以下の白色砂粒

良 赤褐色 0028] 
を多く含む

SD2-7 区西半 I:~ 第41悩14 図版15 七錘 4.15 ？ 7.2 63.2 l'2欠損、潟整不明
1 cm以下の砂粒を含

良好 樅色 00283 
む

SD2-8区日名 第41図]5 図版15 上錘 2.8 1.2 4.3 31.2 湖整不明
3 mm以下の自色砂粒

良 橙色 00010 
を含む

SD2-8区下附 第41図16 図版15 上錘 3.l 0.7 3.8 39.2 講整不明
3 mm以下の白色砂粒

良H 橙色 00278 
を多く含む

SD2-4区西半中附 紡錘,p: 4.l 0.7 7.5 112欠損、）t塗り
1 mm以下の白色砂粒

良 橙色
を微械含む

SD2-IO区ド削 紡錘車 5.3 1.7 31.6 l 2欠拍、潤整不明
2 mm以下の「l色砂粒

良 橙色
を少凪含む

S02-6区卜・1r1 紡錘,,{ 5.7 1.2 18.4 112欠拍、調整イ-~月
2 mm以下の白色砂粒

良 にぷい黄褐色
を多く含む



~ 

追構番 号 図版番サ 、5真番号 器 種
長 輻 f•/. 屯

特 徴 石材 色 謀l 原柊1番サ
(cm) (cm) (cm) (g) 

SD2-4区束半上彬 第42図 l 図版16 打製石鏃 1.7 1.7 0.3 0.53 三角鏃、赤色物f,「-1Yf 黒耀爪 黒色 00286 

SD2-8区西半下附 第42似32 L'i<I版16 打製石鏃 J.2 1.35 0.45 0.62 扶り浅く先端部欠tfl 黒耀石 ''色 00290 

SD2-6区陸柏側 I:層 第42図 3 屈版16 打製石鏃 2.3 1.6 2.5 0.61 扶りの浅い＝．角鏃 !.lU龍{i :n色 00287 

SD2-13区ド~'1 第-121文14 図版16 打製石鏃 1.6 l.4 0.25 0.48 扶り浅く脚部欠損 黙耀石 黒色 00289 

SD2-4区束平上府 第42柊15 図版)6 打製石鏃 2.4 1.5 0.35 0.99 快り浅く脚部欠出 黒耀1i 黒色 00288 

SD2-4 区束 ·t~中附 第42図6 図版16 石核 3.5 2.7 1.25 13.62 黒耀石 児色 00323 

s01-10区 I・.層 第42図7 図版16 爪核 215 2.95 1.75 8.32 開耀イi 黒色 00301 

SD2-2区束半下肘 第42図8 図版16 スクレイパー 3.2 2.2 1.0 6.3 掻器 黒耀石 黒色 0029-1 

SDZ-7~ 束半"倍 第42似19 図版16 スクレイバー 2.8 2.0 l.O 5.54 掻器 .'J』耀石 黒色 00293 

SDl-I区f..¥'.i 第42l文110 図版16 恥製石鏃片 4.7 1.2 0.7 '1.95 先端部・基祁欠損 頁岩n 暗，'JI火色 00009 

ー751 

SD2-2区西和,.妍 第421,{]ll 凶版16 1¥.: 製石鏃片 3.5 1.3 0.7 3.69 先端 ・基部欠損 頁岩質 llJli'i"灰色 00015 

SD2-3 Iえ 11り半 J-.~ 第42似112 図版16 l仔製石鏃 5.5 2.1 0.7 6.8 先端部欠損 頁岩質 灰白色 00011 

SD2-31'6. 束半J-.附 第42図13 図版16 ）弁製石剣片 4.0 22 0.8 7.05 先端 .)};部欠捐 貞岩質 明オリープ灰 00005 

SDI -161£. f討 第42図14 図版16 石剣片 2.7 1.6 0.3 1.59 ガ部に使M痕あり 貞府質 灰1'1色 00291 

SD2-2区束半t!Jh"l 第42図15 図版16 磨製石斧片 7.3 5.7 2.5 185.3 上 ·1~部l3を欠m 玄武岩 灰白色 00008 

SD2-4 lえPli'I叫J~'1 第421汝116 図版16 扁ギ片メJィi斧片 7.6 4.6 1.4 86.5 ガ部欠損 頁岩質 灰白色 00014 

SD2-21え東'j:.中附 第42怪117 図版16 柚平片ガ石斧片 7.0 3.1 1.1 47.3 未製品？ 粘板府 灰白色 00007 

SD2 -6 I!<: 1-.J曽 第42図18 図版16 柱状片ガ―石斧 5.6 15 0.75 11.5 •部欠損 貞岩質 賠'j'fl火色 00337 

SD2-7区西半中層 第42図19 図版16 ,6-~r 11.5 5.5 0.8 邸.2 穿孔中央に 1穴両面穿礼 貞宕質 灰色 00012 

SD2-6区下肘 第42図20 図版16 石包r片 7.8 5.5 0.7 34.0 l 2を欠m fi界質 灰色 00006 

s02-12区上f11 第42図21 図版16 石錐 11.2 5.1 2.4 202.0 川JJ財i 明緑色 00003 

SD2-No. l r/¥1 扁ギ片メJ石斧｝ヤ 3.8 4.9 2.0 80.7 JJ; 部欠損 真岩質 灰白色 00001 

SD2-3区西'I:」:fl'1 砥石片 10.4 10.3 4.9 540.0 1 2を欠損 砂岩 灰白色 00002 



追構番号 脳版番号 写真番号 器 種
長 船 厚 重

特 徴 石材 色 諜l 原l剥番号
(cm) (cm) (cm) (ll) 

SD2-J3区中陪 使用痕剥]¥" 4.3 2.4 0.4 5.77 黒耀石 黒色 00295 

SD2-7区西半下附 2次加工剥J片 2.1 2.4 0.7 2.79 黒耀石 黒色 00296 

SDl下M 石核 2.0 2.1 2.2 6.70 息耀石 黒色 00297 

SDl-18区ド~'! 石核 2.1 2.0 1.7 8.27 慇耀石 黒色 00298 

SDl-14区埋上 石核 2.15 2.9 2.9 13.83 忠耀石 黒色 00299 

S01 -16区上附 石核 2.7 3.95 1.55 10.48 黒耀石 黒色 00300 

SD2-10区下層 伍核 4.2 3.9 46.33 黒耀石 黒色 00302 

SD2-8区上附 石核 2.8 3.6 2.3 21.36 焦耀石 煤色 00303 

SD2-7区西平中附 石核 2.3 3.2 2.8 21.28 黒耀石 黒色 00304 

S02-3区束'f':・tK1 石核 3.6 2.3 1.3 10.65 黒耀石 黒色 00305 

ー761 

s02-6区,-.層 石核 2.8 2.9 l.8 13.22 黒耀石 黒色 00306 

SD2-3区西半1:.層 石核 2.8 4.7 1.5 22.62 閣耀石 燻色 00307 

SDZ-12区上lf1 石核 2.6 2.5 0.9 587 集耀イi 黒色 00308 

SD2-6区上.t-1 石核 2.8 2.5 2.1 11.41 黒t/dn・ 黒色 00309 

S02-4区東半中形 石核 2.3 2.9 1.3 11.18 黒耀6 黒色 00310 

SD2-10区下層 石核 2.9 3.5 2.0 19.38 黒耀石 黒色 00311 

SD2-2 区下~'1 石核 2.0 2.5 l.4 6.85 黒耀石 黒色 00312 

SD2-3区束半上肘 爪核 2.6 3.1 1.6 13.67 黒耀石 黒色 00313 

SD2-10区下培 石核 3.3 2.2 1.9 11.59 黒耀石 黒色 00314 

SD2-4区束半中層 石核 2.3 3.1 1.2 12.32 黒耀石 黒色 00315 

s02-11区上附 石核 245 39 1.6 11.82 黒耀石 黒色 00316 

SD2-9区 f)fj h核 2.9 3.7 2.2 26.45 黒耀石 黒色 00317 

SD2-2区下附 石核 1.4 4.5 2.0 9.31 黒耀石 黒色 00318 

SD2-7区西半中附 石核 2.4 3.0 1.7 15.11 黒耀6 媒色 00319 



追構番 サ 図版番サ 写真番サ 器 種
長 船 厚 重

特 徴 石材 色 澁l 原図番号
(cm) (cm) (cm) (g} 

SD2-12区下杓 石核 3.1 3.7 2.1 24.96 黒耀石 黒色 00320 

SD2-8区上憎 6核 3.3 2.8 1.5 14.73 黒耀石 黒色 00321 

SD2-8区上附 石核 4.3 3.0 1.5 18.18 児耀石 黒色 00322 

SDZ-11区上陪 石核 2.3 3.6 I.I 6.95 謀*IUi 黒色 00324 

SD2-I3区下附 石核 30 3.6 1.45 14.48 黒耀石 黒色 00325 

SD2-10区下府 石核 2.3 3.4 1.6 9.30 黒耀石 黒色 00326 

SD2-'1 f~ 西半上肘 石核 3.4 5.2 1.9 28.45 懇耀石 黒色 00327 

SD2-10区日W 石核 1.7 2.4 3.2 12.68 黒貨,Ui 煤色 00328 

SD2-4区西'I可中附 石核 2.9 3.7 1.7 20.99 煤耀石 ・~IA色 00329 

SDZ-3区l柑半中lt_1 石核 2.5 2.9 0.9 6.15 媒糀石 黒色 00330 

ー77ー

SD2-4区束半 [:/rj 石核 2.3 3.3 1.1 8.41 黒耀石 黒色 00331 
し—

SD2-4区束半t層 石核 3.2 3.6 2.1 24.45 黒耀石 黒色 00332 

SD2-l2f;,(下附北側 石核 2.8 2.9 1.4 11.30 黒耀石 黒色 00333 

SD2-I31l下陪 石核 2.2 4.8 1.5 10.01 尖頭状石器 ・石錐か？ 黒耀石 黒色 00334 

SD2-7区西半中M 剥片 3.5 2.8 l.l 6.31 煤耀石 黒色 00336 

SDI-10区ドh"i 柄石 9.3 8.1 1.4 248.0 平坦面に擦痕イiり 川原石 明オリ ープ灰

SDl -10rl{. 下hi 拝石片 8.9 4.6 4.3 279.0 両平坦面に擦痕有り 川IJH:i 明紫灰色

SDl -ll区上料 石斧再JJnI油．品 6.0 5.3 1.9 91.5 蛤刃石斧再加工品 玄武岩 灰白色

SDl -U区上附 J.fl石 8.7 6.0 4.0 356.0 平坦而に擦痕有り 川）jl(石 明緑色

SDl-12区 1こ層 窮石 9.0 7.7 3.4 386.0 両平坦面に擦痕布り 川原石 明緑色

SD! -13区 l→層 柱状片刃石斧 11.0 4.5 4.1 391.0 刃部先端欠損抒しい 貞岩質 明緑灰色

SDl -131>(I·.~ 砥石片 5.7 5.5 2.7 171.l ］側片を残し欠損 砂岩 灰色

SDJ -14枢 !・.ft.vi 扁ギ片メ）石斧片 9.4 4.5 2.6 228.0 刃部を一部欠捐 砂岩？ オリープ灰

SDl -15区上N 石鎌未製品 304.0 約l/3から接合 頁岩質 賠百灰色



追構番号 図版番り・ 与真番—り· 器 種
長 船 限 収

特 徴 石材 色 鴻 原図番サ
(cm) (cm) (cm) (g) 

SDl -16f; えU'1 柱状片刃石斧片 3.4 2.3 3.7 44.0 刃部片 頁岩質 賠11f灰色

SDl -16枢下附 砥石片 9.1 5.9 1.7 131.3 巾ほどで欠損 砂岩 浅黄色

SDI -16li. ド~"I 軒製石鏃Ji― 4.3 1.0 0.6 2.47 先端部欠損 頁岩質 賠廿灰色

SDl -18[,{上附 柱状）ヤ刃石斧 9.7 4.3 4.5 330.0 メ）部先端 ・甚部を欠損 貞岩質 明緑灰色

SDl -181えヒ肘 扁平片刃,{-j斧｝ヤ 5.7 2.2 1.3 32.0 刃部欠捐 貞岩質 淡黄色

SDI-JS区」--~ 1孜石片 8.9 5.3 3.5 264.0 中位より欠m 川原石 明緑色

SD2-Nn2下）杓 蛤刃石斧 10.2 7.1 4.12 495.0 基祁欠損 砂岩 灰オリープ色

SD2-n'lNo. 2 蛤刃石斧 14.8 6.0 3.33 391.0 メ）部 ・基部欠損 玄武'./-:・ 灰色

SD2-2区ド陪 打製石鏃 1.8 1.9 0.3 0.9 平),I;の ~_::角鏃 黒耀石 患色

SD2-31え西半 L:層 加工石材 9.3 2.0 0.85 20.4 石剣 ・石鏃未製品、研冶痕布り 貞肖ft 暗げ灰色

ー78| 

SD2-3 区西 ·1~」こ肘 柱状gガ石斧 9.6 3.4 2.5 142.5 基邪側辺 lこ側にゆるい袂り 変成岩？ 灰白色

SD2-3 f~ 西半上M 打製石桁片？ 2.42 2.2 1.3 5.8 基部付近にて欠損、木製品？ 黒耀.[j 黒色

SD2-3区洒半上附 柱状片ガ石斧未製品 8.55 l.7 1.69 48.4 ガ部幣形途r!1で廃棄 変成府？ 灰白色

SD2-3 [.,Zll§ 半」-.層 l!=状片ガ石斧未製品J杞 6.56 2.7 l.2 44.4 両側面を研／仔後廃菜、ク(tt1品 変成府？ 灰白色
に一

SD2-3 [)(itり半,,,陪 スクレイパー 7.5 3.8 0.9 26.1 抒1lfiプランティング、ガ部にがじり有り 玄武岩？ 灰色

SD2-31を 1Jり半•11~ 蛤刃石斧 ll.l 8.J 4.2 630.0 基部欠損後再}JI]_[ 化尚岩 暗緑灰色

SD2-3 区束~r--_u~ 打製石鏃 1.8 1.0 0.3 0.5 やや凸基の絹II身の鏃 黒耀石 黒色

SD2-4区束-r,」こh'1 庖製石鏃片 2.6 0.7 0.3 0.9 先端・ガ部中位～基部欠損 貞岩質 灰色

SD2-4区東半r!倍 石斧片？ 4.6 4.85 1.4 40.0 基部付近にて欠捐 凝｝火岩？ 赤l火色

SD2-4区束半ri,h'-1 石核 2.5 24 1.9 11.33 黒耀石 黒色

S02-5区束lーq,h'1 円盤状イi器 6.J 5.5 0.7 29.7 紡錘車未製品 貞岩質 オリープ灰

SD2-6 Ix: 中k-1 石錘 9.8 11.2 7.0 855.0 中央に溝を切る。被熱痕跡イiり 砂宕 浅黄色

S02-6 IX: ・ヒ附 石包丁片 2.6 3.5 0.4 3.7 メ）部I',- 頁岩ft オリープ灰

SD2-7 I><: 東半 H~ 蛤ガイi斧），1上 7.5 68 l.2 761 刃部剥離片 頁岩質 緑灰色



遺構番 り・ 図版番号 ,;. J'l番号 器 種
長 輻 I•/. iR 

特 徴 石材 色 溝 原図番号
(cm) (cm) (cm) (g) 

SD2-7区束半 n'ii 石~r片 4.3 5.2 0.4 13.9 約13残存 真岩質 オリープ灰

SD2-7 区束半上~'1 蛤刃石斧片 5.1 6.8 1.2 69.0 刃部先端を残し欠損 玄武岩 オリープ灰

SD2-7区東半 1:1'.り スクレイパー 5.0 4.9 0.67 25.1 蛤刃石斧片を再加工したもの 玄武岩 オリープ灰

SD2-7区東半 t・.層 打製石鏃 1.4 J.3 0.3 0.5 先瑞部欠損 安ill岩 灰色

SD2-7区束半ヒ層 磨製石剣未製品 11.95 3.0 L.75 80.3 未製品 頁岩竹 緑灰色

SD2-8 区」~j~ ハンマーストーン 9.8 2.25 108.2 川原石 オリープ灰

SD2-8 区上~'1 蛤ガ石斧 7.2 6.7 3.2 242.0 中程～）＆部にかけて欠tLi 玄武岩 オリープ灰

SD2-81区上粕 蛤ガ石斧 11.3 8.45 3.4 520.0 ほぼ完形 玄武宕 灰色

SD2-8区中央 石錐 7.0 3.17 1.6 50.1 長軸両端中央にくぽみtiり 砂岩 灰白色

SD2ーペルト 4f:IM 尖頭状石器 3.6 2.35 0.8 6.9 刃祁両側に微細剥離イiり 黙耀石 黒色

-79 1 

SD2ーペルト 5下層 石~r片 5.9 4.9 0.4 19.l 約112欠m 頁岩質 オリープ1:1<

SD2ーベルト 6上附 石斧片？ 11.9 6.7 1.9 2)6.0 長軸にガ部を打する扁平判礫片 砂岩 灰色

SD2ーベルト 7 日-~'1 窮製石鏃片 3.2 1.1 1.0 1.91 先端・甚部欠損 粘板岩 賠-,'f灰色

SD2ーペルト11I咽M 蛤刃石斧片 7.5 7.5 3.1 258.0 碁部～中位にかけて欠損 玄武府？ 灰色

SD2ーペルト11下附 柱状片メJ石斧片 4.5 3.8 3.4 78.7 刃部のみ残{-r-

SD2ーペルト11下附 扁平片ガ石斧片？ 9.08 6.6 1.3 163.2 基部もしくは刃部残-:{{ 貞岩質 賠甘／火色

SD2ーペルトI)下陪 磨石 10.8 8.3 3.4:3 433.0 1r• 腹祁平姐面に研應痕有り 玄武岩？ 灰色

SD2ーペルト11下刷 打製石鏃 1.5 1.4 0.3 0.6 そ角鏃、枯部袂りなし、先端欠損 黒耀石 煤色

SD2ーベルト12打汁 蛤ガ石斧片 12.7 8.0 3.9 595.0 屈部欠捐、刃部1史川による欠損;{f 頁＇衿質 緑灰色

SD2一埋-1:中 石HIL 中央に窪み有り 砂岩 浅黄色
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